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国立国語研究所報告　30－1（付録B）

　　　　一　各図の説明　1一
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　各分布地図は，各調査項目に関する地理的な言語差の展望をおもな目的としている。したボっ

て，この説明でも，各分布地図を理解するための作図の基準，凡例の補足的説明，地図の注目点，

その他の参考事項などを簡単に述べた。各項目を調査した際に用いた質問文は，各分布地図の左下

の欄に示してあるので，原則として，説明では触れない。説明の中で，語形を表わす場合，とくに

音声の詳細を示す必要のあるもののほかは，凡例にかかげたローマ字表記を用いた。また，それら

の語形のいくつかを同類と認め一括して示す揚合は，カタカナで表記した。

　資料の整理，地図の編集に関する総合的な解説は，機会を改めて示すつもりであるが，そのあら

ましは・別冊「日本言語地図解説一方法一」31ページ以下を見られたい。・

　この第1集では、音声・形容詞などに関する項目をとりあげた。第2集は動詞に関する項目、第

3集以下は名詞に関する項目をとりあげる予定である。

　なお，各分布地図をいっそう深く理解するには，見出し語形の各地点での具体的な内容や，各語

形に加えられた注記を記録した「日本言語地図資料」（国立国語研究所に保存しである〉を参照するこ

とが必要となろう。また，語の歴史を推定するにあたっては，文献資料とのつき合わせも必要とな

ろうが，今回は触れなかった。いくつかの項目についての徹底的な言語地理学的解釈は，機会を改

めて公表したいと思う。読者も同様な解釈を試みられるよう期待する。

徳 川 宗 賢

ロカ 藤 正 信



　　「日本言語地図」第1集編集・作図・資料整理の関係者
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このほか，研究所以外の方々にも協力していただいた。お願いした仕事の内容や量はそれぞれ違
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音声項目全体について

レここで言う音声項目とは，特定の単語に現われる特定

　の音声を，具体的に観察した調査項目をさす。した

　がって，この結果を，すぐさまその音声の普遍的な

　法則の分布と見なすことは控えなければならない。ま

　た，これは純粋な音声の記録であって，必ずしも音韻

論的な区別を調査したものではない。しかし，しるさ

　れた音声が，普遍的な音声の法則を，また，音韻論的

　な区別を反映していると見なされる揚合もある。

レ音声項目は全部で13あり，それぞれ1か所ずつ注目点

があった。その結果は，第1図から第12図までと，

第14図の計13面に示してある。そのほか，各項目に

　ついて，注目点以外の音声に関しても，すべて分布地

図を作成してみたが，今回は，そのうちの3面，すな

　わち，第13・15・16図だけを公表する。別に，一般

　項目中にも，これらに準じた音声現象の分布を反映し

　ているものがいくつかあるから，併せて見られたい。

レ音声項目は，一定の語形について調査する必要がある

　ため，その語形が，その土地では生活語として使われ

　ず，標準語的，文章語的にしか使用されないもので

　も，平等に採録して地図に示した。これら標準語的，

文章語的であるなどの注記は，研究所に保存されてい

　る「日本言語地図資料」に記録してある。

レ音声項目はすべて第5年度調査から迫加されたもので

　あるため，調査地点数は2，400ではなく，ほぼ1，000

地点である。

←

1．カガミ（鏡）の一G一の音

2．カゲ（蔭）の一G一の音

　両図とも，母音間の一G一に注目した。巨視的には，中

国地方から西に破裂音の〔9〕が分布し，近畿地方から東

は鼻音の〔1〕〕が分布すると言えるが，愛知・三重の一帯，

山形の一部から新潟の大部分・群馬・埼玉・千葉・伊豆

諸島を貫く地帯には破裂音の〔g〕または摩擦音の〔Y〕が

分布する。微視的には，九州・四国。近畿内部にも例外

がある。

　この分布は，国語調査委員会「音韻分布図」25図（明

治38年）と比較すると，大体一致するが，三重・兵庫北

部・伊豆半島西部・山形西部などに〔g〕が見られるこ

と，滋賀・岐阜・千葉北部・九州の島瞑部などに〔η〕が

ある点，若干の相違もある。国語調査委員会のものは通

信調査によったため，詳しい音声は不明であったが，こ

の図は臨地調査によるものであるから，山形の一部・新

潟北部・紀伊半島山地・淡路島・四国・五島・種子島

に，有声破裂音の直前に軽い鼻音を伴う〔～g〕の類が発

見されている。これは，直前が鼻母音になる〔～g〕と，直

前の母音との問に軽い鼻音の入る〔ηg〕の二通りの表記

をまとめて示したものである。〔～g〕の類は，〔～d〕〔～b〕

などとともに，国語史上，中央日本語の古い発音とされ
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ている。なお〔～dz〕については，10図「ヵゼ」に示した。

　28図「赤い」によれば，母音間の一K：一が有声音〔9〕であ

るのは，北海道南部から新潟北部・東関東にかけての広

い地帯，それに新潟長野県境・薩摩半島南部などである

が，これらの地域は，この図で一G一が〔η〕または〔～g〕

であるから，一K一と一G一とが，音声的に紛れることはな

い。

　この図では，〔g〕と区別して，摩擦音の〔Y〕を示した

が，じつは，〔9〕と表記したものの中にも，精密表記す

れば〔Y〕のものが含まれているかも知れない。また，摩

擦しながら鼻にぬける〔？〕も，〔η〕と区別して示したが，

同様に，〔1］〕と表記してある中に，精密表記すれば〔穿〕

のものが含まれているかも知れない。なお，東北地方な

どに〔～η〕の表記がかなり認められたが，〔1〕〕との区別が

実際には難しいと思われるので，図では〔η〕に含めて示

した。

　1図「カガミ」では，沖縄について，カガンという語形

で得られた一G一を示した。また，2図「カゲ」では全国の

かなりの地点で，カゲボオシで代表されるカゲ～という

複合語形を得たが，これらもカゲと同列に扱った。

　1図「カガミ」と2図「カゲ」を地点ごとにこまかく対比

してみると，とくに〔η〕と〔g〕の境界地帯や，〔～9〕の

分布する地方において，若干の相違が見られる。「ヒガ



シ」「ヒゲ」の一G一について作図したもの（印刷では割愛）

．と比較すると，これらも全国的分布の大略は「カガミ」

1「カゲ」と一致し，相違する地点の程度も，ほぼ同じくら

～・であることがわかった。各図間に見られる若干の相違

：は，語による差，アクセントの差，調査時の発音の不安

定性などが原因かと思われる。これら4語のうち，「ヵ

ガミ」と「ヒガシ」，「カゲ」と「ヒゲ」の分布が特に類似し

ているとは言えないから，1図「ヵガミ」と2図「ヵゲ」の

相違は，後統母音の差とは考えにくい。

　なお，母音間の一G一の例は，別に「ショオガツ」「シチ

ガツ」の揚合もあるが，事情がすこし異なっており，6

捌の説明で触れる。語頭のG一の音については，5図の

説明で触れる。

　4図だけに関係するが，母音の直後の一K一が有声音

〔g〕に発音される地域が，東北・新潟北部・茨城・九州

南端に分布している。この分布は，28図「赤い〕の一K一

にあたる部分が有声音〔g〕である地域に比べると勢力が

弱く，とくに，福島・宮城ではそれが著しい。これは，

AKAIとちがって一K一の直前が〔i〕のよ5なせまい母

音であることと関係があるかも知れない（16図とも比較

せよ）。

　なお，「スイカ」のSUI一の部分にあたる諸形は図示

しなかったが，大略つぎのようである。〔∫i＝〕山形・岡

山・広島・佐賀・長崎・熊本・奄美・沖縄。〔s1〕青森。

〔sie〕島根。〔se＝〕新潟。〔s菰e〕東北各地。〔SUI〕鹿児島。
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3．カジ（火事）のKA一の音

4．スイカ（西瓜）の一K：Aの音

　3図は語頭，4図は語頭以外の，ともに歴史的かなつ

かいの「くわ」にあたる音について作図した。共通語と同

じ〔ka〕と，唇音のはいった〔kwa〕とに分けたが，後者

　　　には〔ka〕〔kWa〕の表記，および，わずかに〔w〕の音がは

いるなどの注記のあるものも含まれている。これらは，

おそらく「家事」などの〔ka〕と音韻論的に区別されるも

のと思われるが，調査のさい確かめてあるとは限らない

ので，触れないでおく。

　〔kwa〕は歴史的かなつかいでも知られるとおり，古

典によって知られる中央日本語の古い発音であって，現

在も辺境の地に残っているほか，京都・奈良・大阪など

でも，かなり根強いことがわかる。もっとも，関東を中

心に分布している〔ka〕などは，あるいは，昔から〔ka〕

のままであったものかも知れない。

　3図「カジ」のKA一の分布は，国語調査委員会「音韻

分布図」27図（明治38年）とよく似ているが，岩手・佐

渡・若狭・和歌山などに相違が見られる。

　なお，沖縄では，「火事だ」は〔φdOli〕（火だよ）など

の形で現われるため，この項目によってKA一にあたる音

の分布を知ることはできない。

　4図「スイカ」の一KAは「カジ」に比べると唇音の

｛kwa〕の勢力が弱い。母音に続くという環境の違いもあ

・ろうし，また，語による違いもあったかと思われる。なお，

東北地方ではスイガンという語形の場合が多かった。

5．ガンジツ（元日）のGA一の音

6．ショオガツ（正月）の一GA一の音

　5図は語頭，6図は語頭以外の，ともに歴史的かなつ

かいの「ぐわ」にあたる音について作図した。〔g胡〔ηa〕と

唇音の入った〔gwa〕〔ηwa〕の分類，音韻論的な区別など

については，3図・4図と同様に扱った。分布の様相は，

3図・4図と平行的である。

　5図の「ガンジツ」と6図「ショオガツ」を比べると，語

頭である前者において〔gwa〕の勢力が強い点，　KAの揚

合とよく似ている。ただし，音声的環境だけでなく，や

はり，各面の歴史的事情も考慮しなければならない。

　5図「ガンジツ」では，宮城・岩手にわずかに見られる

ガンニチ，各地に散在するガンタンや，また，語頭では

ないが，群馬・埼玉に5地点あるオガンジツにおける

GAも含めて作図した。沖縄および，全国各地の「別語

形」は，ほとんどツイタチ，オツイタチなどである（元

日をショオガッと答えた例もあった）。

　6図「ショオガツ」の一GA一は，全国に点在するイチガ

ツも含めて作図した。「別語形」は，岩手・宮城・和歌山

などのショオゲツ，イチゲツである。この6図「ショオ

ガツ」において，群馬に〔gwa〕の目立った分布が現わ

れ注目される（調査の録音で確かめた）。同県で，「ガン

ジツ」については，わずかに2地点に〔gwa〕が認めら

れ，しかも，ともに〔ogwand3itSUI〕という語形であっ

た。また，「シチガツ」の一GA一の分布図（印刷では割愛）

では，〔gwa〕はなくすべて〔ga〕であった。これらの事

実を参考にすると，群馬で「ショオガツ」に〔gwa〕の目

2
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立った分布の現われるのは，前の母音〔o〕の唇の丸め

　　　　　　　　　　　が一GA一に残って若干〔ga〕のよ弓にきこえるのかもし

れない。したがって，この場合！ga1との音韻論的な区別

があるかどうかは疑わしい。

　最後に，5図・6図のGが鼻音かどうかについて触

れる。5図「ガンジツ」では，語頭にもかかわらず，徳

島・愛知その他に若干の〔η〕が分布して珍しい。6図

「ショオガツ」では，1図「カガミ」と比べて，秋田・福

島・近畿・四国などで，鼻音の勢力がやや弱くなってい

る。これは，「ショオ」と「ガツ」の間に語構成上切れ目が

あり，鼻音になりにくい事情があるのであろう。「シチ

ガツ」の一G一の分布（印刷では割愛）でも，6図とほぼ同

じ結果が現われた。

7．セナカ（背中）のSE一の音

8．アセ（汗）の一SEの音

する〔¢e〕と，それよりさらに後ろの口蓋で摩擦する〔ge〕

とを一括して含めた。〔¢e〕は宮城・山形中部・新潟に

見られ，〔ge〕は青森・秋田・山形北部に見られたが，音

の性質が連続的で，はっきり二分して地図に明示するこ

とは控えざるを得なかった。別に，さらに奥の喉頭で調

音される〔he〕（〔xe〕の表記は見あたらなかったが，実際

にはこのような軟口蓋音も含まれているかも知れない）

があり，〔ge〕の分布する近く，すなわち，北海道・東

北・新潟・石川などに散在している。また，山形には

〔Φe〕が若干見られた。これらの〔he〕や〔Φe〕は，共通語

のH：Eに対応する音と区別がないものと思われる。

　なお，7図「セナカ」の場合，地図にSE一の音を示し

たものの中には，中国地方の大部分・四国の一部でセ

ナ，全国とこ．うどころでセという語形によって得られた

ものを含む。また，「別語形」としたものの内容は，奄

美・沖縄では，ほとんど全地点でクシ（コシに対応する），

ナガニなどであった。．

ら

　7図は語頭，8図は語頭以外のSEについて，とく

にその子音が口蓋化音であるかどうかに注目して作図し

た。両図とも非常によく似ていて，語頭とそれ以外とい

う音声的環境や，語による差などは，ほとんどないと認

められる。

　非口蓋化音のうち，共通語と同じ〔se〕は全国的に分布

しているが，高知に歯・歯茎摩擦音の〔ee〕のあることが

注目される。

　硬口蓋摩擦音の〔∫e〕は，中世の中央日本語の発音と

言われているが，東北・北陸・岐阜北部・四国・九州などの

辺地のほか，近畿地方にもかなり勢力が認められる。三

宅島の〔∫i〕も，同じ系統かも知れない。8図「アセ」の

揚言，奄美・沖縄に〔∫i〕〔si〕〔si〕の現われることは，本

土の〔e〕に〔i〕臼〕が対応する母音の事情と関係があろ

う。

　ここでは，〔∫e〕の類と別に〔多e〕の類を区別したが，こ

れは，〔∫e〕ほど完全な口蓋音ではなく，［s〕が若干口蓋

化した程度の音として扱った。ただし，〔∫e〕の表記が実

際は〔§e〕の程度のものを含んでいる可能性もあって，

〔∫e〕と〔§e〕は地図では一応分けたものの，両者の実際の

音声の範囲は一部分重なり合っているかもしれない。

　〔ge〕の類の中には，〔∫e〕より少し後方の口蓋で摩擦
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9．ゼイキン（税金）のZEI一の音

10．カぜ（風）の一ZEの音

　9図は語頭，10図は語頭以外のZEの音，とくに子音

が口蓋化音であるかどうかを第一に注目して作図した。

非口蓋鼻音対口蓋化音の分布は7図・8図のSEの揚合

に平行しており，さらにSEで〔ge〕の現われる地域は，こ

こでも口蓋化音が現われ，SEで〔he〕の現われる地域は，

ここでも非口蓋化音が普通であるとい弓点までも一致し

ている。また，沖縄・三宅島などの母音も共通する。9

図・10図のうち，とくに10図が7図・8図と似て、・る。

　沖縄では「税金」をジョオノオとしか言わないため，こ

の語についてZEI一の音の調査はできなかった。岩手・

秋田・山形・茨城・富山・石川・福井・島根でもジョオ

ノオを普通に使い，また，岩手・宮城ではオサメ，青森

ではキップと言い，ゼイキンは改まったことばであると

の注記がかなりあった。これらの地域では，10図「カ．

ゼ」の揚合に口蓋詩感でも，9図「ゼイキン」の場合は，

共通語と同じ非口蓋化音であるという地点が多い。これ

は，ゼイキンが共通語からの借用であるためと考えられ

る。



　これらの図では，子音が摩擦音か礫擦音かの区別も，

いちおう示した。符号としては，丸と三角を与えた。

〔dz〕〔d5〕（水滴の符号を与えたもの）は，両者の中間の

音を精密に示したものと，カナ表記のもの（すなわち，

〔z〕〔dz〕〔dz〕〔5〕〔d5〕〔d3〕がありうる）とを含んでい

る。このような事情から，この図における摩擦音と破

擦音の区別は，正確なものとは言い難いが，巨視的に見

れば，東日本と山陰に破擦音が多く，西日本に摩擦音の

多い傾向が読みとれる。西関東から中部；地方にかけて，

「ゼイキン」では破擦音，「カゼ」では摩擦音が現われると

ころが多いのは，語頭と語中という環境の相違が作用し

たものと考えられる。東北地方では，語頭かどうかにか

かわらず破擦音が多い。これは，次にのべる有声子音の

直前に鼻音を伴うことと関係があろう。

　10図「カゼ」では，Zの直前に軽い鼻音の入るものを，

色や形に関係なくぬりつぶし符号によって示した。これ

は，新潟北部・福島西部・宮城から北の東北地方一帯

と，紀伊半島の山地に分布する。厳密にいえぼ，この音

声には，直前の母音が鼻音化する〔k乞dze〕と，直前の母

音との間に軽い鼻音のはいる〔kandze〕の二通りを区別

することができよう。しかし，図ではまとめて〔～dze〕

で示したgこれは1図・2図の〔～g〕の揚合と平行す

る。

　9図では，母音の部分を〔ei〕のように二重母音で発音

する地点を，色や形に関係なくぬりつぶし符号で云し

た。この分布は，国語調査委員会「音韻分布図」6図（明

治38年）と比較すると大局的には一致するが，こまかく

は，いろいろの差が見られる。また，短音に発音される

地点がわずかながら見られた。沖縄の〔dzai〕〔（d）5ai〕

は〔dze＝〕〔（d）5e：〕が誤って回帰したものであろう。

　なお，7図・8図の内容も含めて，以上のべた口蓋化

音〔∫e〕〔5e〕〔d3e〕，直前に鼻音を伴う〔～dz〕〔～d5〕，二重

母音〔ei〕などは，すべて中世の中央日本語の発音と言わ

れており，いずれも辺境の地に分布していることがわか

る。また，〔∫e〕〔3e〕や〔ei〕は，京都・大阪などで新しい

音に対してまだかなり強い抵抗を示していることがわか

る。とくに，〔∫e〕〔3e〕〔d5e〕の分布は，3～6図の〔kwa〕

〔gwa〕の分布と共通性が認められ，何らかの関連を想像

させる。
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11．ヒガシ（東）のH：1一の音

12．ヒゲ（髪）のHI一の音

　両県とも，凡例欄には，左右に子音の違い（色で示す），

上下に母音の違い（形で示す）を表わすよう配置した。

　両図とも，概略的にはよく似て，共通語と一唾致する

〔gi〕が全国的に分布している。この類の子音には，硬口

蓋摩擦音〔9〕のほか〔h〕で表記された音も含めてある。

調査者によって，〔h〕の表記に，〔g〕の音をも含める二

合があると考えられるからである。また，かなの「ヒ」表

記をも含む。なお，有声音〔瑚が長野県南部の伊那地方

に見られたが，これも地図では〔gi〕の類に入れた。母音

については〔i〕のほか，富山・鳥取・九州各地に点在す

る無声母音の〔i〕，あるいは，母音がほとんど聞きとれ

ないもの，また，東北などに散見する，〔i〕よりもわず

かに広く後寄りの母音〔し〕も含んでいる。

　東北・北陸・山陰などに分布する中舌母音は，地図に

は〔¢〕として示した。この類のうち子音〔h〕の扱いは

〔gi〕の類の場合と同じである。

　東京の下町方言などのように，この部分に〔∫i〕の現わ

れる地点は，関東南部・東北・長野・新潟・富山などに散見

される。青森・富山には，中舌母音の〔∫勾が見られる。

〔∫i〕〔∫i〕の現われる地点について11図と12図とを比

較すると，11図「ヒガシ」の方が多い。12図「ヒゲ」で

〔∫i〕の地点は，11図，さらに13図・14図でも，〔⊆i〕

のまったく現われていない地点である。

　〔g〕と〔∫〕の中間音〔¢〕（〔∫β〕も含む）は，東北を

中心に見られる。この類の母音は，南関東では〔1〕であ

るが，全般的には〔1〕が多かったので，〔¢勾で代表さ

せた。

　中央日本語の古い発音とされている両唇摩擦音〔Φ〕

は，東北・北陸・山陰・奄美など，辺境の地に残存している。

これらは中舌母音〔期の地帯であるから，この類はいち

おう〔Φi〕によって代表させたが，母音が〔し〕〔i〕のも

のも若干含んでいる。この子音には，完全な両唇摩擦音の

ほか，〔Φh〕〔Φ9〕〔Φ¢〕のように二重調音的なものや，唇

音の程度の軽いという報告もあったが，少しでも唇音が

認められればこの類に入れた。なお，沖縄では11図「ヒガ

シ」をアガリと言弓ことが多いため，HI一の音の分布は

●

’



，

ン

12図によってしか知ることができない。そこでは〔Φ〕

とともに，本土に現われない〔P〕の分布を知ることがで

きる。なお，この子音には，地点によっては有気・無気

の区別があるが，地図には反映させなかった。

　〔Φ了〕の地帯にほぼ重なって〔ΦU〕が分布している

ことは，両者の発音上の関係を示すものと言えよう。

〔ΦU〕の類は，母音を〔U〕で示したが〔田〕の場合の方が

多く，また，子音については〔f〕表記のものも含めてあ

る。両図を比べると，〔Φu〕は11図に少なく，12図で

は，北海道・房総半島南端。伊豆諸島・九州にまで広く

見出される。両図問の違いは，おそらく語ごとの歴史の

違いにもとつくものであろ弓。

　〔he〕〔Φe〕も〔Φu〕の揚合と同じく，11図に少なく

12図に多く現われている。〔∫u〕〔gu〕〔hoi〕〔ti〕団〕

は12図「ヒゲ」の場合にしか現われない。以上のことか

ら，「ヒガシ」では日本全土にだいたい音韻法則にあう語

形が分布しているのに対して，「ヒゲ」では法則からはず

れる語形が多いと言えよう。

13．ヒガシ（東）の一SIの音

14．シチガツ（七月）のSI一の音

　13図と14図とを比較すると，同じSIの音でありな

がら，分布の様相があまりにも異なっていて驚かされる。

　最初に，13図から説明する。この「ヒガシ」（質問番号

273）は，11図に示したHI一の音を第一に注目して観察

した。したがってドSIについては，記録が必ずしも精

密でない地点も含まれていると考えられる。そこで，こ

の地図では，こまかい音声学的な区別は，取り立てて示

さなかった。

　〔∫i〕の類には，子音について数地点に見られた口蓋化

の程度の少ない〔§〕，口蓋化のない〔s〕の音をも含めて

ある。母音については〔し〕も含めた。〔働は，〔∫i〕に含

めることも考えられるが，近畿地方から西では，語末の

ためか，調査者の差ではなく，はっきりした分布が現わ

れたので，特に分出して示した。あるいはアクセントが

関係しているのかもしれない。この〔Jl〕の類には，九

州に見られる母音が聞こえない〔∫〕だけの報告も6地点

含まれている。いっぽう，中部地方から東にも〔∫喜〕の

表記がかなり見られたが，謂査者による表記の差と思わ

れる分布になったので，この地方の〔∫喜〕はすべて〔∫i〕
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に含めて示した。

　〔S1〕～〔s畝〕の類の分布する地域は，いわゆるズー

ズー弁の地帯である。ここでは，SIにあたる音に園

するズーズー弁的な傾向だけを示した。したがってシと

スの区別の有無とか，区別がないとすれば／si／が欠け．

るか／su／が欠けるかなどという音韻論的な問題はとり

扱っていない。強いて〔s1〕と〔s肱〕とに二分すれば，前

者は，青森・秋田・宮城・山形西部。新潟・富山・石川

となり，後者は，岩手・宮城・山形中部・福島というこ

とができよう。〔∬〕の類は，〔s勾と〔∫i〕の中間音を含

むと考えられ，〔s董〕～〔SUI〕の地域の周辺と見られる地．

帯に散見される。

　沖縄では，11図で述べたように，この項目でアガリ

などという語形が現われたため，一SIに関しては空白と

なる。

　14図「シチガツ」のSI一については，13図には見られ

なかった〔gi〕が，西日本一帯から関東地方にかけて（北

海道・東北にはない）広く分布して注目される。11図

「ヒガシ」，12図「ヒゲ」で〔gi〕の現われない富山・長野一

東端・神津島などにさえ及んでいる。この〔gi〕の類の音・

の内容は，11図・12図の〔gi〕の類に準ずる。ただし，

この項目では（地図には表わさないが），無声母音を持つ

〔gl〕や，母音の消えた〔9・〕が，11図・12図と比べてか

なり多く，西関東・石川。愛知・鳥取・九州各地に及ん

でいる。この母音無声化の現象は，無声子音（〔t∫〕など〉

が後続しているため起こったものであろう。

　SIについて〔ci〕が「シチガツ」のように多く現われ

る例はほかになかった。音声項目でSIに関係する語例

は，「ヒガシ」「シチガツ」以外にないが，わずかに関係・

があると思われる「ショオガツ」（質問番号274）の語頭

のSYOO一にあたる部分についても，宮城・山形にわず

かに〔β〇二〕が見られる程度で，ほとんど全国に〔∫α〕が分

布し，14図とは平行しない。また，他の一般項目に現わ

れる音声を参考にしても，13図と似たものが多く，14図

のような現象は，特殊と思われる。これは，SIが単に

語頭か語尾かという位置の問題ではなく，もっと特殊な

後続音の影響とか，語ごとの個別的な事情が働いたりし

たものと考えられる。

　14図においては，〔gi〕の地域の中に〔βi〕の類も，非常

にわずかながら点在している。〔∫i〕の類，〔∫i〕の類，〔si〕

の類については，分布も音の内容も，13図に準じて考え

られたい。ただし，無声母音を持つ〔潮は，屯の暗合少



なく，分布もはっきりしないので，九州のものもすべて

〔∫i〕の類に含めて示した。

15．カジ（火事）の一ZIの音

　「カジ」（質問番号277）は，調査の際，3図に示したKA一

の音を第1に注目して観察した項目だったため，一ZIに

ついての記録は，精密でないものが含まれている可能性

がある。そこで，ここでは，音声学的な厳密な区別は示

さなかった。たとえば摩擦音の〔3i〕と破擦音〔d5i〕の

区別は，10図の一ZEの場合と平行するが，上述のよう

な事情から，地図上に明示することは控えた。したがっ

て，高知や九州にあると言われる「ジ」「ヂ」の区別に関す

る情報は，この図には盛られていない。

　〔5i〕〔d5i〕の類は，全国的に分布している。このうち

には，図には示さなかったが，九州などで部数地点見

られた無声母音を持つ〔31〕も，含まれている。この〔3雲〕

は，13図に示した〔∫1〕の分布と関連があると考えられ

る。なお，質問で求めたのは「火事だ」という形であっ

て，一ZIの母音の直後に，断定の「だ」にあたる〔da〕，

〔d5a〕，〔」組など（「だ」の分布は45図を参照のこと）の

音が接していることも関係があろう。中舌母音を持つ

〔zi〕〔dzl〕～〔z破〕〔dz薗〕の類，〔～dz了〕～〔～dz菰〕の類は，

図でもわかるように，13図における〔si〕～〔s蔵〕の類，

16図における〔tsi〕～〔ts薗〕の類とほぼ平行した分布を

示す。図示しなかったが，母音國対〔田〕の分布も，13

図で説明した分布とほぼ一致する。〔d調〔調の分布も

13図における〔飼の分布と平行している。口蓋化しな

い〔zi〕〔dzi〕などは，全国に10地点ほどが散在するだけ

である。1地点ではあるが，愛知に〔ze〕が見られ，当地

では〔3i〕より古い音とい5注があった。

　子音が無声となり，さらに母音も無声化したりあるい

は脱落したりする〔t∫i〕〔∫i〕〔si〕〔g雲〕〔g〕などが，鹿児島

や五島などに分布している。これらは上に述べた〔51〕と

音声的にも近く，分布地域も重なっている。五島・天草

に分布する子音が脱落した〔i〕も，分布の上で通ずると

ころがある。〔？〕の類，すなわち一ZIにあたる部分が促

音になっている地点が，北陸。瀬戸内海・九州・奄美に

あるが，これは，つぎに「だ」にあたる音が接して生じた

ものが多かろう。

　沖縄では，多くの地点での回答が〔gi：do：i〕（火だよ）
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などであるため，この項目によって一ZIの音を知ること

はできない。

　なお「ガンジツ」（質問番号275）の一ZI一の分布地図（印

刷では割愛）も，ほぼこれと同じ分布を示した。ただし

〔ze〕〔t∫i〕〔∫i〕〔i〕〔？〕などの類は現われていない。こ

の語についても，沖縄に別語形が多く見られることは，

5図の説明で触れた。

16．シチガツ（七月）の一TI一の音

　「シチガツ」（質問番号276）の調査の際には，14図に示

したよ弓なSI一の音を第一に注目して観察したため，

一TI一についての記録はかならずしも精密ではないもの

が含まれているかも知れない。したがって，こまかい音

声学的な区別は取りあげなかった。

　〔t∫i〕の類には，地図では示さなかったが，母音が広く

後寄りの〔t∫し〕，無声母音を持つ〔t∫工〕（九州に比較的多い）

が若干含まれて、・る。13図・15図と比較されたい。

　〔七si〕～〔ts血〕の類は，音を概略的にまとめた理由や，

音の内容とその地域差など，13図「ヒガシ」の〔si〕～〔s薇〕

の類，15図「カジ」の〔zi〕〔dzi〕～〔z菰〕〔dz苗〕の類に準

ずる。

　以上の母音の問題のほかに，母音問の一T一が有声化

する地域をも示した。これを15図と比較すると，一丁一

が有声音の〔dz〕であっても，一Z一が鼻音を伴う〔～dz〕

などであって，両者の音声の違う地点もかなりあること

がわかる。またこの一T一の有声化の分布は，28図「赤い」

に反映させた一K一の有声化に比べると，勢力が弱く，む

しろ4図の一K：一の有声化にやや似ている。これは〔k〕と

〔ts〕とい5子音の違いよりも，「シチガツ」の場合，一丁一

の前後が〔重〕というせまい母音で，しかも，それらが

往々無声母音〔おになることが原因かと思われる。

　九州南部の〔？〕は，たとえぼ〔∫iggwat〕〔∫i？gwa？〕

のように一G一の直前が促音であることを示す。

　なお，印刷では割愛したが，参考までに，「シチガツ」

「ショオガツ」「ガンジツ」の3語例における一TUにあ

たる音の分布のあらましをのべよう。全国的に〔tS田〕

〔ts位〕〔tsu〕（またはその有声子音）などが，青森・秋田・山

形南部・新潟北部・富山一部・石川一部・島根東部に〔ts董〕

〔t∫i〕（またはその有声子音）が，高知・愛媛の高知寄り

の地帯・大分東南部・奈良南部・山梨西端に〔七u〕〔tSu〕が，

、



鹿児島・熊本西南部・大分西部・五島・対島に〔？〕〔t〕

が，奄美・沖縄に〔t∫i〕〔tsi〕〔ts倣〕〔∫i〕カミ分布している。

この事実と16図とを比較すれば，全国における一TIと

一TUの対立の概略を知ることができよ弓。

形容詞項目全体について

〆

レ本土の大部分では，形容詞の終止・連体形にイ語尾が

　現われる。しかし，かなりの地域で語尾が直前の母音

　と融合して，種々の音変種を生じている。次に，その

　弓ち一AI，一〇1にあたるものの各州変種について，

　もっとも詳しく示す肝胆の分類，およびその表記法を

　表示する（一UIにあたるものは語数が少ないので，そ

　の都度基準を定める）。

　　　　　　　　一AIにあたる語尾

　〔ai〕と〔ae〕，〔oi〕と〔oe］は，イとエの区別のはっきり

している地域でも，連続的な各種の中間音を生じやす

～・ので区別をせず，おのおのAI，　OIにまとめた。野

中の無模様欄にあたる音声は，周囲の地点の音声や調

査者個人の傾向などを参考にして各地点ごとに決定し

た。半長音〔▼〕も，同様に長音か短音かに分属させた。

各地点における音声の詳細は「日本言語地図資料」に記

録してある。

　以上は，もっとも詳しく分類する場合の規則であっ

て，語類の種別が多く複雑な分布を示す項目では，実

情に応じて，母音の類や長短をいっそう簡単に統合し

て示した場合もある。詳細は，各項目の説明，または

「日本言語地図資料」を見られたい。

一〇1にあたる語尾
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レ九州の力語尾は，本州の形容詞語尾の最後の一1の部分

　に一KAが対応するものであって，たとえば，　SUKA

　は本州のSUIに，　SUIKAは本州のSUIIにあたる

　と考えられる。この力語尾は，地図中で原則として円系

　統の符号を与えた。分布の比較的単純な項目について

　は，九州西南部の〔一ga〕も一GAとして分出させ’た。

レ沖縄の形容詞語尾は複雑iなため，原則として地図に表

　示することは省略し，凡例にはたとえばAMA一のよ

　うに語尾部分を一で示した。そして，語尾の一例とし

　て，40図「辛い」に詳しい分布を示したから，ある項目

　に関する沖縄のある地点の形容詞の完結した全語形を

　知りたい揚合は，その項目の凡例にある語幹部分と，

　40図「辛い」に示した語尾部分とをつなぐことによっ

　て，いちおうの見当をつけることができる。ただし，各

　語によって多少異なる揚合があるから注意を要する。

　「日本言語地図資料」に詳細が記録してある。
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17・おおきい（大きい）

　箱の大小を比べて質問した項目であるが，回答の中に

は，巨大とかその他種々の感情のこもった表現も含まれ

ている可能性があるし，事実その類のものをいくつか指

摘できる。また，この地図は，関連項目の20図「太い」21

図「粗い」，対義語を扱った22図以下（「小さい」は22図）

と関係させて考えるべきものであることを指摘してお

く。なお，各地点で「大きい」「太い」「粗い」の3つの意

味分野をどのように区別しているかについての総合的研

究は，機会を改めて示す予定である。

　全国を大観すると，まず，網田キイ類がほぼ全地域に

分布する（この類の詳細図は，別に，18図に示した）。つ

ぎに，デカイ・イカイの類が関東・中部・西中国に分布

する（この類の詳細図は19図に示した）。フトイ類が中

国・四国の西半から九州にかけて分布するほか，山形・新

潟北部。佐渡にもわずかながら見られることは注目され

る。ズナイ類は福島を中心として分布する。奄美・沖縄

に分布するUPU一，　HUU一，　WUU一などは，「大」

（おほ）にあたる語形であり，HUTE一は「太」（ふと）に

あたる語形と思われるが，沖縄本島・八重山に見られる

MAGI一などは，本土に対応する表現の見出されない

別系のものである。

　デカイ・イカイの類が中央部に連続した領域を持ち，

オオキイの類がその東と西，それに千葉南部・伊豆諸島

なども含めた周辺部に分布していることから，デカイ・イ

カイの類は新しい発生と言えよう。また，デカイ（イカイ

ではない）が，元来の領域を出発し，交通路に沿って，

東北・東海。近畿の各地に侵入している様子も地図から

うかがえる。北海道のデカイも，中央の言語として広

まったものであろう。

　しかし，一方では，デカイ・イカイ類の分布地域のう

ち，東京市街地・関東中央部から湘南方面にかけて，ま

た，長野にも交通路に沿って，オオキイ類が存在すること

が注目される。これは，オオキイ類が，現代標準語として

ふたたび勢力を持つようになり，デカイ・イカイ類の領域

の上に広まりつつあることを示していると言えよう。この

種のオオキイ類は，18図「オオキイ類の詳細図」によれば，

他の地域のような詑形をとらず，00KIIとい5標準語形

の多いこともその裏づけとなる。地図からは除いたが，
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デカイ・イカイ類と併用されて新しいとの注記のあるオ

オキイも，この地帯にかなり見られた。

　デカイ・イカイ類とオオキイ類とを併用する地点で

は，デカイ・イカイ類の方を，強調した揚合・感情をこ

めた揚合とする注が非常に多く見られた。

　デカイ類が中央に連続して分布しており，イカイ類が

その東辺と西辺に，また，西中国に離れて分布すること

から，古くはイカイ類が連続した領域を持っていたので

はないかと考えられる。IKAIに接頭辞DO一のついた

DOIKAIの存在は，　DOIKAIからDEKAIが発生
し，これがイカイ類の領域を分断して関東から中部にか

けて広まった歴史をうかがわせる。デカイ類とイカイ類

の併用ではデカイの方を強調形とする注記がかなり見ら

れたが，これも，デカイが接頭辞のついたものに由来す

ることを示すものであろう。DEKAIの専用地域では，

この語形がすでに強調ではなく普通表現となったため，

強調の場合は，これにまた接頭辞DO一をつけて

DODEKAIが生じたのであろ5。

　もっとも，山前キイ類対デカイ。イカイ類の関係につ

いては，別の面から見ることもできる。すなわち，この．

地図では，箱の大小の扇合に限って調べたため，イカイ

類の分布が不連続になったのであって，違う揚合の用

法一たとえば，感情的な表現とか，箱ではなく事がら

の大きさとか　　について分布地図を描けば，あるい

は，イカイが中国から茨城まで連続して，また，さらに

広い地域に見出されるのかも知れない。

　フトイ類については，西日本のほか，山形西部・新潟

北部・佐渡にもわずかながら分布していて，非常に古い

ものかとも思われる。しかし，20図「太い」21図「粗い」

を参照すると，それらの図で山形・新潟などにオオキイが

分布していて，九州などと同質のものが古くは連続して

分布していたかどうか疑問である。すなわち，この地域

は，「大きい」「太い」「粗い」の意味の区別が元来あいまい

であるらしく，周辺からのいろいろな語形が押し寄せる

場合，意外な語形を採用する可能性もあるからである。

その点，あるいは，瀬戸内海中央から九州東部にかけて

の錯綜地帯のものと同質であろうか。この西日本の錯綜

地帯では，併用の場合のフトイに新しいとの注記があっ

たりして一概には言えないが，フトイが元来存在したと

ころに漁網キイが侵入して，このよ5な様相を呈したの

ではないかと思われる。

　ズナイ類は，福島を中心領域とするが，ほかに千葉に

、



も．分布している。古くは南奥羽から関東にかけて広く分

布した語形とも考えられるが，さきにのべたイカ．イ類と

同様，すこし違った用法・意味分野について分布地図を

作れば，あるいは，連続した領域を見せるのかも知れな

い。福島では，オオキイ類より，ズナイ類を巨大な意味

に使うとの注記がかなり見られた。

　沖縄のMAGI一は，新し、・語形と考えられ，その両側

の且UU一，　UPU一などは，古いものの残存かと思わ

れる。入重山のものは沖縄本島からの輸入であろう。

　なお，オオキイ類，‘デカイ。イカイ類はそれぞれ，18

図と19図に詳細を示したが，フトイ類については詳細

図を作らなかった。20図「太い」の揚合に，この図より

詳しい分類を示したので，項目は異なるが，語形の詳細

について見当をつけることはできる．。

18．おおきい（大きい）

　　　　　　　「一オオキイ類の詳細図一

　この地図は，17図「大きい」におけるオオキイ類の中の

諸語形（緑色の符号で示したもの）を，さらに細分して分

布を示したものである。17図でまとめて示した語形を，

この18図でいかに細分したか，以下に対照して示す。

17図の語形

00KII

OOKINA

00KIDA
OOKINAI

00KIKA

00KINAK：A
OKKEN
BOOKYA
UPU－
ODO－

HUU一

　WUU一
　なお，

は，

　　　　18図の語形

凡例の00K：IIからOKI（YUIまで

00KINA，00KENA，　OKENA，

OKKENA
OKIDAI　OKKIDA，．OKKITA

凡例の00K：INEEからOKKONE
まで（ただしOKKENを除く）

00KIKA，00KKA，　OKKA

OKKINAKAだけ
OK：KENだけ

BOOKYAだけ
凡例のUPU一からUBO一まで

ODO一だけ

HUU一且UI一，　HUICYA一，

HWII－
WUU一，　BU一

　　　　母音間の一K：一が〔k〕か有声音の〔g〕かの問題

　　この地図では，区別しなかったが，28図「赤い」の

葺合に準ずる分布が見られたことを付記しておく。

一　9．

　この詳細図は，オオキイ類の語尾の文法的な形態の

差，母音や子音の相違，長音か短音か，促音の有無など

をこまかく示したものと言えよう。すなわち，このよう

な差は，文法的な制約，類推，音声的な環境，意味の強

調などによって生ずる揚合が多く，地理的言語差とし

て，言語地理学的に処理しにくいものを含むが，いくら

か地理的分布が見られるので，簡単に記述しておく。

　00KIIなどのイ語尾が，全国的に分布している。

オオキイ類が九州にはあまり分布しないので，力語尾は

あまり見られないが，00KI（A，　OKKAはオオイで

はなくオオキイに対応する00KIKAからの変化であ

ろう。沖縄のUPU一，　HUU一などは「おほ～」に対応

するものであろう。

　形容動詞形の00KIDAなどのダ語尾が北海道・青

森・新潟に点在すること，00KINAなどのナ語尾が

山陰を中心に中国，四国の各地に分布することは，他の

形容詞項目，たとえば26図「四角い」27図「黄色い」28

図「赤い」などに通ずる傾向と言えよう。OK：1（INAI，

OKKINAKAなどのナイ語尾は九州東部に分布する

ほか，五島と四国にも見出される。

　一K一が促音をともなう．ものに分布が見られる。促音の

ある語形とない語形との併用の揚合は，前者が強調形

であるとの注記が多く見られた。また，語形の分布する

量からみて，促音の存在することと母音の短いこととは

関係があるようである。青森などに分布する促音もなく

母音も短いものは，この地域の音韻上の性格によるもの

と考えられる。語尾の母音IIとEE（または1とE）に

も，～KYOIにもある程度まとまった分布が見られる。

19，おおきい（大きい）

　　　一デカイ・イカイ類の詳細図一

　この地図は，17図「大きい」におけるデカイ・イカイ

類の中の諸語形（赤色の符号で示したもの）を，さらに細

分して，分布を示したものである。17図でまとめた語

形を1この19図でいかに緬分したか，以下に対照して

示す。

17図の語形

DEKIAI
19図の語形

凡例のDEKAIからDEKKYAA
まで（DEKOI，　DEKKOIを除
く）



DEKOI
DODEKAI
DOIKAI
IK：AI

AKAI
　母音間の一K一の音について，

⊂は，18図の説明を参照されたい。

　符号は，デカイ類とイカイ類の違いを色で示し，促音

のあるものは薄色にし，一KAI，　DO一などの部分の違い

は，デカイ類・イカイ類ともに，同形の符号を用いた。

DEKOI，　DEKKOI

DODEKAI，　DODEKEE

DOIKAIだけ
凡例のIK：AIからIKK：Eまで

AKAIだけ
　　　　　また，分類の方法につい

20．ふとい（太い）

　太い棒と細い棒を比較する質問で得た回答によって描

いた分布地図である。なお，関連項目の17図「大きい」

21図「粗い」，さらにそれぞれの対義語を扱った22図以

下（「細い」は24図）と関係させて考えるべきものである

ことを指摘しておく。

　全国を大観すると，フトイの類が全地域に分布し，そ

のほか，オオキイの類が中国・愛媛・東九州のほか，山

形・新潟・伊豆諸島などにも分布する。これは21図「粗い」

におけるオオキイ類の分布とは異なるが，24図「細い」

におけるチイサイ類の分布とやや似ていて，表裏関係を

思わせる。デカイ・イカイの類は，北陸・関東・岐阜な

どに分布し，「粗い」の場合と比較すると，その領域はほ

ぼ2倍の広さを占める。ズナイの類は福島にわずかに見

られる。奄美・沖縄における諸語形の分布は17図「大き

い」とほとんど一致する。すなわち，この地域では，西

日本一帯と同じく「大きい」と「太い」との意味の区別を語

形によってしていないことになる。

　フトイ類は全国的に分布するが，17図「大きい」におけ

るフトイ類の分布領域や，21図「粗い」におけるフトイ類

の領域を参照すると，西日本とそれ以東とでは，異質のも

のであることがわかる。すなわち，瀬戸内海中央から西は

すべての項目をフトイと言5地域であるのに対し，東で

は，共通語と同じく「太い」だけをフトイと言う。した

がって，この地図における瀬戸内海一帯のオオキイ類とフ

トイ類の錯綜地帯も，西半分と東半分では性格が異なる

と言えよう。西半は，元来区別のなかった地域に，新し

い勢力が侵入したために起こった錯綜であり，東半は，
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もともと区別のあった地域に，別の新しい勢力が侵入し

たために起こった錯綜と推定できる。17図「大きい」の

揚合にフトイ類の分布していた山形西部・新潟北部・佐

渡に，この「太い」の揚合は逆にオオキイ類が多く分布

することは注目される。なお，他図との比較の詳細は，

機会を改めて発表する予定である。

　北陸などに分布するデカイ類は，21図「粗い」の場合

にはほとんど見られない。これは，これらの地点で「大

きい」「太い」をデカイと言い，「粗い」はアライと言っ

て区別して表現していることを示す。

　この地図では，全国的に同根の語形，フトイ類が広く

分布することから，全国における形容詞語尾の連母音一

〇1日目たる音声の分布を知るためにもつとも適当な地

図と言えよう。〔y〕〔φ〕〔oe〕などの音はこの地図では6に

まとめ，長音の〔y：〕〔φ＝〕〔oe：〕などは，　OEにまとめた。

　その他，フトイ類の音変種を見渡すと，一T一の部分に

促音が伴うかどうかについての分布が見られる。これ

は，18図における一K一対一KK：一，23図における一S一・

℃一対一SS一・一CC一の分布に通ずるものと言える。併用

の場合一丁一の部分に促音のある方が強調であるとの注記

もかなり見られた。これも，18図・23図の場合と共

通する。千葉にカイ語尾ではなくコイ語尾と思われる

HUTOKKEEがあり，ここは，24図でもHOSO－
KKEEとなっている地域である。

　BUTOIなど，頭音が8である語形が，近畿や千

葉北部に分布する。これらは，比較的近くに分布する

ZUBUTOI，　DOBUTOI，　GOBUTEEなどと関連

があるものと思われる。ZUBUTOI，　DOBUTOI，

GOBUTEEなどはほとんど1｛UTOIと併用であらわ

れ，しかも強調形であるという注があり，またBUTOI

もHUTOIと併用された場合には強調形であるとい5

注記が見られた。

　この地図に現われるオオキイ類，デカイ・イカイ類な

どの語形の変種の詳細については，項目は異なるが，

18図・19図に示したものによって，見当をつけること

ができる。

21．あらい（粗い）

　この項目では，粒の大小ではなく，ふるいめ網の目の

粗いものとこまがいものを比較して質問した。なお，こ



の地図を考えるにあたっては，関連項目の17図「大き

い」20図「太い」，およびそれぞれの対義語を扱った22図

以下（「こまかい」は25図）と対照されたい。

　全国を大観すると，アライの類が全地域に分布する。

その他，オオキイの類が，西日本では20図「太い」の場合

とほぼ同じく，九州東部・中国・四国に分布するほか，

東日本の全体に散在する。デカイ・イカイの類は，「太

い」の潮合と違って，北陸に現われず，東寄りの地域に

かなり多く散在する。この「粗い」の図におけるオオキイ

類，デカイ・イカイ類の現われ方は，「こまかい」におけ

るチイサイ類の現われ方と共通性があり注目される。フ

トイ類は，17図「大きい」におけるフトイ類より，地点

は少ないが地域は一致し，瀬戸内海西半から西九州全域

に分布する。沖縄はアラ～であって，17図「大きい」20

図「太い」の場合と区別がある。この図には，そのほか，

他の図に見られない別系の語形，たとえば，ウスイ，ア

ツイ，秋田のアバライなどがある。

　アライが全国的に分布していることは，地図のとおり

であるが，17図「大きい」と共通する譲国キイ，デカイ・

イカイなどの類が近畿を中心としてきわめて少ないこ

と，それらとアライとの併用でアライの方が新しいとの

注記が多いことから，アライが現在新しい勢力を持って

いることがわかる。

　アライ類とフトイ類との併用の揚合についても，アラ

イを上品とか新しい表現とする注記が多い。また，他の

項目では別書の語形をまじえず，フトイ類専用の九州西

部に，この図についてだけフトイ類の勢力が半減し，ア

ライと対等の勢力で分布していることは注目される。こ

のことから，九州西部では，「粗い」は「大きい」「太い」に

対して意味を区別する傾向を持つと言えよう。沖縄で

「粗い」対「大きい」「太い」の区別があることも，これに連

続する。

　この地図では，全国的に同根の語形アライ類が広く分

布するので，「辛い」「赤い」「甘い」などとともに，形

容詞力語尾の分布のほか，イ語尾の連母音AIにあたる

ものの分布がよくわかる。ただし，ARAKOIなどの

コイ語尾が，岐阜北部に，それと関係があると思われる

ARAKUTAIが愛知・三画面分布し，また，新潟・長

野・山梨・伊豆から東（東北北部や佐渡には見られない）

にポイ語尾が散在している。これらのポイ語尾，コイ語

尾は31図「まぶしい」におけるものと通ずるところが

ある。そのほか，　00MAK：AI，00MAK：ADAが山

形・東海にある。これらは，25図「こまかい」における

KOMAKAI，　KOMAK：ADAと関連があろう。

　ARAMEが岩手・山形・新潟・中国・九州の各地

に，また，00MEが，秋田・山形・長野・愛知の各地

に点在する。これらは，アラマイ，オオマイといら形

容詞の音変種ではなく，「～目」にあたる名詞形の回答

と考えられる。

　なお，この地図におけるオ才キイ類，デカイ・イカイ

類，フトイ類などの語形の変種の詳細については，項目

は異なるが，18図・19図・20図において示したものに

よって見当をつけることができる。

22．ちいさい（小さい）

　箱の大小を比較する質問で得た回答によって作図した

ものであるが，極小とか，そのほか種々の感情のこもった

表現をも含んでいることを指摘しておく。この地図を考

えるにあたっては，関連項目の24図「細い」25図「こまか

、・」および対義語を扱った17図以下（「大きい」は17図）

と対照されたい。なお，各地点で，「小さい」「細い」「こ

まかい」の3つの意味分野をどのように区別している

かについての総合的研究は，機会を改めて示す予定であ

る。

　全国を大観すると，兵庫あたりを境に，東のチイサイ

類（この類の詳細図は，別に，23図に示した）と西のコマ

イ類に二分され，そのほか，山陰・高知・九州北端や西

海岸にホソイ類が分布していることがわかる。また，

秋田にベッタイ，岩手にバッコ，新潟・山梨・入丈島に

ノッコイ，静岡にコスイなどの類が分布し，沖縄には

INA一，　IMI一などがある。チイサイ類は大部分の地

域で「細い」や「こまかい」と意味の区別を語形の違いに

よってするが，それ以外の語類の分布する地域では，「小

さい」の意味と「細い」や「こまかい」の意味とを語形の違

いによって区別しないことが多い。

　チイサイ類とコマイ類の接触地帯（兵庫付近）では，両

者併用の地点が見られる。それに連続して兵庫岡山県境

にも同様の併用がかなりあったが，チイサイ類に共通語

的との注があるため，原則により地図ではコマイ類の下

用としてある。さらに，岡山にチイサイ類が見られる。

この一連の事実は，現在東から共通語が侵入しつつある

ことを示すと言えよう。もっとも，岡山は，福岡東南部・
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．大分と同様，24図「細い」25図「こまかい」でもチイザイ

類の現われる傾向のある地域であるか． 轣C兵庫以東めも

．のと，あるいは性格が異なるのかも知れない。

　チイサイ類の分布地域である滋賀・紀伊半島などの近

畿周辺部，および東日本の伊豆半島や千葉などにゴマ

イ・コマカイの類が点在し，これらは残存形かとも思わ

．れるが，関連項目の徹底的な比較を経なければ結論は出

・せない。長野のCINMAIは，地図では赤色の符号を

．与えたが，この付近に現在コマイが分布していないの

．で，チイサイとコマイの混交かど5か疑問もある。チビ

イなどとの関係を考えるべきかも知れない。

　山陰・高知・北九州に分布するホソイ類と，それらの

周囲に分布するコマイ類との歴史的な関係については，

‘いま速断することは難しいが，これらの地域では，「小さ

』い」「細い」「粗い」の3項目を区別しない言語が本来の

方言らしい点で共通する。

　沖縄のKUUr　HUU一などは，地図ではチイサイ類

と同じ色の符号で示したが，「小」（こ）に対応する語形と

思われるので，23図チイサイ類の詳細図からは除いた。

G〔rNAr　GUMA一はコマ～に対応するのであろう。

　なお，コマイ・コマカイ類の語形の詳細は，色による

区別も．利用して25図「こまかい」において，また，ホソ

イ類の語形の詳細は24図「細い」において，ともにやや

群しく分類して示してあるので，項目は異なるが，おお

よその見当をつけることができる。

23．ちいさい（小さい）

　　　　　　　一ヂイサイ類の詳細図一

　この地図は，22図「小さい」におけるチイサイ類（茶・榿

色の符号で示したもの，ただ．し沖縄を除く）を，さらに細

分して示したものである。22図でまとめて示した語形

を，23図でいかに細分したかを対照して下に示す。

　　22図の語形　　　　　23図の語形

　CIISAI：・…・……，凡例のCI：ISAIからCIISOIまで

　CIISAKA………CIISAKAだけ

　CICCYAI・…一凡例のCIICYAIからCINCIIまで

　CYAI∴・…∴……CYAIだけ

　CINAI…………CINAIだけ

　CIKA・∴…一…・・CINK：A，　CIKKA

　CIK：UI……一・・凡例のCIIKUIからCINKUIまで

　　　CIKOI…………凡例のCIKKArからCINGOI
　　　　　　　　　　　まで

　　　CISAKOI……・・∫，凡例のCISAK：OIからCISYA－

　　　　　　　　　　　KOIまで

　　　CICYAKOI……凡例のCIICYAKOIからC工N－

　　　　　　　　　　　CYAKOIまで

　　　CYAKOI………凡例のCYAKOIからCYOKKOI
　　　　　　　　　　　まで

　　　なお，CIが〔t∫i〕であるか〔ts薗〕であるかは区別し

　　て示さなからたが，16．函「シチガツ」の一TI一の場合に

　　準ずる。

　　　結局，、この詳細図は，子音の違い，長音・促音などを

　　こ．まかく示したことになる。このような差は，強調とか

　　親愛の情とかい弓心理的なものや，音声的な環境などが

　　変化の原因になったりし，言語地理学的解釈は難しいと

　　思われるが，いくらか分布が見られるので記述してお

　　く。

　　　CIISAIなどのC－S一類は，ほぼ全国に分布する

　　が，このうち第1音飾の短いものが，北陸・近畿・中国

　　のほか東北北部に見られる。促音を持つCISSA1は，

　　近畿を中心にかなわ見られる』

　　　CICCYAIなどのC－C」類は，東北から関東にか

　　けて，また北陸から近畿にかけて分布し，促音が多く現

　　われている。

　　　C－S一類とC－C一類のおのおのにコイ語尾のついた

　　ものが，東北などにまとまった分布を見せている。CYA一・

　　KOIなどは，　CICYAKOIなどの第一音節が脱落して

　　生まれたものであろう。このこ．とは，東北の中央山脈か

　　ら太平洋側にかけてと，関東南部における両者の分布か「

　　らも推定される。ただし，両者を併用している地点で，

　　CYAKOIよりCICYAKOIがもっと小さい感じを表わ

　　すという注もあるので，現存のCICYAK：OIの中には，あ

　　るいはCYAK：OIから生じたものがあるかも知れない。

　　上記のCISSAIが分布する近畿以外では，促音はC－S

　　一類では現われにくく，C－C一類に現われやすいこと

　　になる。第一音節が短く，しかも（ゴが促音でないものが東

　　北北部に分布することは，C－S一類にも通じ，この地域

　　の音韻的事情を反映するものと思われる。C－S一類と

　　C－C一類の併．用で，後者が非常に小さいとか，子供に対

　　することばとかの注記もかなり見えている。Nのはいるも

　　のが福島東部に分布を見せている。CYAIはCICYA恥、

　　らの変化とも考えられるが』22図に示したENCYAI．と
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関係があるのかも知れない。

　北陸に1地点あるCINAIは，27図「黄色い」における

キナイなどのナイ語尾かと思われる。九州のCINKA，

CIKKAはチイ（調査結果では見あたらない）に対応する

ものであろうか。クィ語尾は山梨などに，コイ語尾は北

陸・近畿などに分布する。鹿児島のCINKEは，チイ

が隣接のCINKAの影響でCINKAIを生じ，それが，

音韻法則によってCINKEとなったものかも知れな

い。

24．ほそい（細い）

　太い棒と細い棒を比較する質問で得た回答によって描

いた分布地図である。なお，この地図を考えるにあたっ

ては，関連項目の22図「小さい」25図「こまかい」，およ

びそれぞれの対義語を扱った17図以下（「太い」は20図）

と対照されたい。

　全国を見渡すと，中国・四国あたりを境に，東のホソ

イ類と，西のコマイ類に二分されているが，九州西部に

もホソイ類が散在して注目される。チイサイ類は，山形・

新潟・山陰・九州東北部などに，ややまとまった分布領域

を持つけれども，全国的にも散在している。その他の，

ノッコイ類，コスイ類などは22図「小さい」25図「こま

かい」の肉合と比較して，かなり地点数が少ない。

　東日本のホソイ類と対立する西日本のコマイ類の等語

線は，22図「小さい」25図「こまかい」におけるコマイの

等語線と比べて，かなり西に寄っていることが注目され

る。

　この等語線より西にも，ホソイ類がある領域を持って

分布する。そのろち，山陰では「小さい」の場合もホソイ

類であり，また，高知・北九州では「小さい」「こまかい」と

もにホソイ類であることから，東日本に分布しているホ

ソイ類とは異質なものと言えよう。類義語との張り合い

という点からは，むしろ周囲のコマイ地域と通ずるもの

がある。このことを裏付けるように，こまかく見ると，

山陰・高知のホソイ類は，東のホソイ類とは分布領域が

連続していないようである。

　鳥取と九州東北部にチイサイ類が現われることは，そ

の地域が，ホソイ類とコマイ類の接触地帯であることに

関係があるかと思われる。さらに言えば，22図「小さい」

25図「こまかい」において，チイサイ類が岡山にかなり現

われたことも，この地域が，この図でわかるように，「細

い」について，ホソイ類とコマイ類の接触地帯であるこ

とと関連があるかも知れない。

　奄美・沖縄における諸語形の分布は，22図「小さい」の

揚合とほとんど同じであって，この地域では，九州本土

と同じく「小さい」「細い」の区別を語形の違いによって表

現しないことがわかる。

　ホソイ類の弓ち，東北と千葉にあるHOSOI（OIなど

コイ語尾の分布は，23図「小さい」におけるCICYAKOI

などのコイ語尾の分布に通ずる。千葉における2地点で

は，併用の場合，HOSEEよりHOSOKKEEの方を
とくに細い感じを表わすとき使うとの注記が見られた。

　紀伊半島東部に促音を持つHOSSOIが分布する。ま

た，それに近、・和歌山で，HOSOIとHOSSOIを併用

して，｝10SSOIの方を強調形とする注記が見られた。

一般に且OSSOIの分布地域は，23図「小さい」にお

けるCISSAIの分布地域に通ずる。

　この地図は，全国にホソイ類が比較的広く分布してい

るので，20図「太い」につ、・で，形容詞語尾の連母音一〇1

にあたる部分の分布を見るのに適当な地図と言えよう。

その表記については，20図の説明で触れておいた。

　なお，コマイ類の語形の詳細については，25図「こま

かい」においてやや詳しく分類して示したので，項目は異

なるが，それによっておおよその見当をつけることがで

きる。

25．　こまかい（細かい）

　この項目では，粒の大小ではなく，ふるいの網の目の

粗いものとこまがいものを比較して質問した。なお，こ

の地図を考えるにあたっては，関連項目の22図「小さ

い」24図rほそ、・」，およびそれぞれの対義語を扱った17

図以下（「粗い」は21図）と対照されたい。

　全国を大観すると，コマイ類とコマカイ類が広く分布

する。ただし，中国・四国から西（奄美・沖縄を除く）で

は，22図「小さい」24図「細い」の場合も』コマイ類であ

る場合が多く，それより東のものとは性格が異なる。そ

のほか，ホソイが四国の大部分に分布し，また，それほ

ど多くはないが，山陰・九州北端・東海・岩手などにも

散在している。チイサイ類は，中国の一部・九州の東北部

のほか，東日本全体に散在し，24図「細い」の場合のチイ

サイ類より地点数が多く，むしろ21図「粗い」における
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オオキイ類，デカイ・イカイ類の分布に似ている。奄美・

沖縄では22図「小さい」と24図「細い」は同じ語形を用い

るのが大勢であったが，この「こまかい」だけは全面的に

違って，「小さい」や「細い」に対して「こまかい」を意味分

野として区別していることがわかる。これは，この地域

における「大きい」「太い」と「粗い」との対立に平行する。

バッコイ・ノッコイ・コスイなどの類の分布地点は，

22図「小さい」の場合よりはかなり少ないことが目立つ。

しかし，24図の場合よりは多い。

　山陰のホソイ類は，コマイ類と併用する3地点で，ホ

ソイ類の方がHOSE，　HOSYEなどの誰形であるの

に対して，コマイ類の方がKOMAIという形であるこ

と，また，KOMAIの方に新しい表現との注記がある

ことなどから，ひと昔前は，ホソイ類が現在より広い地

域に　　22図「小さい」24図「細い」と同じように一分

布していたのではないかと推定される。それが，西日本

共通語的なKOMAIに侵蝕されたのであろう。

　四国のホソイ類は，22図「小さい」24図「細い」の場合

と比較すると，分布領域が広く，また多少ずれており，

「小さい」「細い」「こまかい」の区別はかなり複雑に錯綜し

ているようである。

　東海地方にホソイ類が見られることは，KOSUI，

KOCUIなど繋留に共通して現われる特殊語形が隣接地

域に見られることと関係があるかと思われる。

　コマイ類とコマカイ類の分布についてのべる。まず，

中央に分布するコマカイ類（KOMAKOIも含む）に対

して，東北・佐渡・四国・九州などの周辺地域にコマイ

類が分布している。これは，コマイ類の方がコマカイ類よ

り古い形であることを物語っている。瀬戸内海をへて

九州にいたるKlONMAI，　KlONMAKA，　九州の

1（OMANKA，　KlOMENK：Aなどは，　KOMAI，

1（OMAKIAから変化・発生して広まったと思われる。

　コマカイ類の中では，近畿・東海・関東などに分布す

るKOMAK：AIと，東北南部・関東南部・北陸・紀伊半

島などに分布するKOMAKOIとがある。KOMAKAI

は日本の中心地帯に連続して分布する優勢な語形であ

る。四国にあるKOMAKAIは，元来の方言であるコマ

イ類とホソイ類などが錯綜しているところへ共通語とし

て侵入したと考えられる。K：OMAI（OIは，その領域

が周辺部であること，しかも分布が連続していないこと

から，KOMAKAIに圧迫されつつある語形と言えよ

う。歴史的には，江戸あたりで，コイ語尾〉一KEE＞カ
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イ語尾，という変化が生じたのかも知れない。さらに，

KOMAKOIの分布地域は，22図「小さい」などを参考

にすると，コイ語尾の優勢な地域と言らことができるの

で，古くは，この地域にコマイが分布していたが，それ

にコイ語尾をつけることによってK：OMAK：OIが発生

したのではないかとも思われる。なお，他の形容詞項目

でクィ語尾の見られなかった紀伊半島に，KOMAKUI

の分布することは注目される。

　KOMAIの分布地域の中にK：OMAMEが数地点
認められ，「こま目」であるとの注があった（コママイ

という形容詞の音変種ではない）。これは21図の「粗い」

でARAMEを分立させたことと平行する。　K：OME

は名詞形との注記がなかったので，地図ではすべて形

容詞コマイの音変種としての扱いがしてあるが，この

弓ち「小目」という名詞が含まれているかも知れない。

KOMEDAは形容詞でないことが明らかなので別に示

した。

26．四角い〈箱〉

　45図「いい〈天気だ〉」の血合と同じく，連体形にあた

るものを調べた。

　全国は，大きく，シカクイ類（SIK：AKUKAなどを含

む）のよ5に形容詞形をとるものと，シカクナ類のように

形容動詞形をとるものに分かれるが，分布はやや複雑で

ある。符号の与え方は，27図「黄色い」，47図「きれいだ」，

48図「きれいに」と共通させてあるので参照されたい。

　青森から日．本西側を新潟北部にかけてシカクダ類が分

布している。この地帯は，形容動詞の連体形に終止形と

同じダ語尾を使う地域である。終止形については，27図

「黄色い」づ47図「きれいだ」を参照されたい。

　形容詞形，形容動詞形をとらず，シカクノ類のように，

助詞「の」．にあたるものをつけて体言を修飾する地域が，

関東地方外辺部と宮崎・奄美・沖縄などにかなりの分布を

持って存在する。さらにこの地域に連続して，福島・九

州・沖縄には，助詞のないシカク〈ハコ〉のような言い方

も分布している。ただし，凡例の最後にあるKAKU

はすべて，KAKUBAKOの例ばかりで，　KAKUの

部分が一語としての独立性を持たないらしいことを付記

しておく。このように助・詞を用いる地域と名詞のままの

地域の連続は，形容詞・形容動詞形の現われにくい（と

9



曜

考えられる）性格に一定の分布地域のあることを示して

いる．

　分布から見て，関東のシカクナ類は，昔は，周辺に現

存するシカクノ・シカク類が分布していたところに，新

たに広まった表現と考えられる。近畿を中心として見る

と，シカクイはシカクナに比べて新しい表現と思われ

る。九州・沖縄については，北から，ほぼ，シカクf類

（力語尾を含む）・シカクナ類・シカクノ類・シカク類の

順に並んでいて，近畿から東へかけての分布と平行し

て，変化の段階を暗示しているよ5である。

　この図は，以上のように，文法的な形態に注目して色

分けしたが，語幹部分をシカク～でなく，カク～と回答

した地点については，各色とも白ぬきの符号で示した。

これほ三重・中国・四国などにまとまった分布を示して

いる。ナガシカク～・ナガカク～・マシカク～などの類

の回答は，地理的言語差として無意味なものかとも考え

られるが，いちおう地図に反映させた。

27．黄色い

　巨視的に見ると，全国が，形容詞形をとる地域，形容動

詞形をとる地域，その他の地域に分かれ，しかも，語構

成上語幹部分が名詞にあたる点など，26図の揚合と共通

するので，符号もできるだけ共通なものを使った。

　形容詞形のうち，キイロイ類は，凡例でKHROI

（ki＝re：，　t∫i：roiも含む）からKIIROKYAまでのもの

と，K：1【ROKAを含む。この類は，精粗はあるが，全国

的に分布している。このうち，KIIROK：Aの力語尾の分

布地域をほかの形容詞項目の図と比較すると，九州南部

で，東に広く張り出していることがわかる。これは，あ

るいは，作為的に形容詞形を答えたことが原因となって

いるかも知れない。キイ類は，KII，　K：IKA，　KINKA，

KIIKA，　KHSANであるが，北海道・長野のほか，福

井・滋賀・三重以西に分布している。奄美の1（IISAN

は一SANのほか，一SA，一SYA，一SAI．一AIな

どの語尾をも含ませた。それらの語尾分布は，ほぼ40図

に準ずるので，それについて見られたい。

　キナイ類は，草色の符号をもって示したが，東海・北

陸・愛媛・九州北部などに分布している。～ナイ語尾は，

26図に見あたらず，28図にアカナイが少し見られる程

度であるが，この図においては強力である。
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　形容動詞形のうち，キイダ・キイロダ類は例によって

東北に分布する（ただし，連体形の野合はイ語尾の形容

詞形をとるという注記が，数地点あった）。28図でアガ

ダの見られた出雲地方には，この図ではキイナ・キイロ．

ナなどというナ語尾が現われ，逆に，四国で，28図にば

まれなジャ語尾が現われてくる。キナ・キイロナの類：

は，中国・四国・九州に分布する。この語尾は，連体形・

だけでなく，終止形として用いられているらしい。これ

は，一般の形容詞項目におけるナ語尾の分布より広い地

域に及び，47図「きれいだ」だけがこれに似たナ語尾の

分布を示している。ただし，このキナ・キイロナ類の5

ちに，あるいは名詞に終助詞のついたものが含まれてい

るかも知れない。このキナ類，とくに西日本のものは，

分布から見て形容詞のキナイ類と歴史的な関係がありそ

うである。なお，対島に1地点，〔kinad5a〕があった

が．分布からみてKINAに入れてある。形容詞・形容

動詞の語尾については，さらに多くの語の諸活用を調べ

ることによっていっそう深い解釈に到達できよう。

　この項目は，調査の際，形容詞の終止形を求める指示

があったにもかかわらず，名詞形しか得られない地点が

かなりあった。この名詞形回答地域は，分布から見て

も，～ダ・～ジャの地域と重なり，内容的に同じものか

も知れないと考えられる。そうすると，東北・山陰・四

国・宮崎・沖縄などでは用言としての活用が「黄色い」に

ついて現われにくいことになり，分布からみて日．本語の

古い姿の残存らしく考えられる（ただし，東北において．

連体形でならイ語尾の形容詞形を使うという地点が数か

所あったことはすでに述べた）。

　北陸・近畿・四国などは，一音志州を長めに発音する

傾向のある地域であるが，この図では，いちお弓形容詞

形として扱ったKIIの中にも，じつは名詞の「黄」を回

答したという注記のある地点を数か所含んでいる。九三

東南部のK：IIは形容詞力語尾地帯のKIKA，　KIIKA

に隣接することから，キイというイ語尾の形容詞形と思，

われるが，ki：roi＞k量lril＞ki：という音韻変化によって成

立したものも含まれよう。

　形容詞・形容動詞の語幹部分および名詞を総合して，

キ類とキイロ類を比べると，キイロ類の．方が中央部に分

布し，より新しい形かと思われる。

　調査の際使用した黄色い紙の色一「日本色彩研究所」

の標準色「黄色（Chrome　YeHQw）〈色相・明度・・彩度

番号7・5－18・5－6＞」一に対する回答としては，上述



の「黄色」の系統のほか，図によれば「卵色」「欝金色」「金

色」「青色」などにあたるものがある。そのほか，地理的言

語差と考えられないため図には示さなかったが，「山吹

色」「草色∠「薄茶色」「粟色」「茶色」「土色」「木肌（？）色」「灰

色」「桃色」などにあたる語形が得られた。沖縄のHUGA

は，「九三の意である。「欝金」にあたるUKON一は，

〔ukoN，　ukoNiro，　okoN，　okoNiro，　oko1〕ko，　ukonda，

okonda〕，さらに宮城などに見られる，〔okoηkoe〕と

いう形容詞などをまとめたものである。国語史的に注目

されるAO一は，青森・入丈島・沖縄など，非常に辺境

の地に散在している。質問番号020の「アオイ紙はどの

色か」という調査の結果（分布地図の印刷は割愛）では，

青森のものは，「アオイ」とい5語で表わす範囲に黄色い

紙も入っているので確かであろうが，入墨・沖縄のもの

は，「アオイ」の中に黄色い紙を入れていないから，安定

しない呼び方かもしれない。なお，日本人の色盲率につ

いては，28図の説明において触れる。

　作図の際，原則として，併用の揚合，共通語と同形で

く新〉〈上〉〈稀〉などの注記のあるほうの語を除いてきた

が，この図にかぎり，形容詞形を求める目的があったの

で，形容詞形以外と併用されたキーロイ類に〈新〉〈上〉

〈稀〉などの注があっても，そのまま併用として採用した。

28．赤い

　全国一様にアカ～の系統が分布しているため，この図

では，まずその語尾の文法的な形態に注目して分類した。

形容詞形は赤・桃，～ダ・～ジャ・～ヤ・～ナなど形容

動詞的なものは緑・草，アカのように名詞でしか答えな

いものは茶・榿で示した。ただし，沖縄だけは，語幹子

音の違いに注目して区別した。すなわち，AKA一など

を赤色で，AHA一などを緑色で，というふうに。

　形容詞の類の中にはアカナイ類のようにナイ語尾をと

るものが若干見られる。これは，27図におけるキナイ

の類と比較される。

　調査は，形容詞の終止形を求める指示によったため，

方言の実際よりも形容詞華が多く現われたかも知れない

が，それにもかかわらず，アカダ・、アカナ・アカジャ

などの類が新潟や山陰に見られ，さらに，北海道・東

北・長野・三重・中国・九州のマ部などにアカという名詞形

しか得られない地帯が見出された（すなわち，これらは，

実際にはもっと多いのかもしれない）。この分布は，27図

の揚合と平行し，アカダなどの類と名詞のアカの類は，

あるいは同種のものかも知れないことを思わせる。

　さて，全国の大部分が「アカイ」であるため，この図で

は音変種をも表示した。まず母音にはさまれた一K一の子

音が，有声音かどうかを見るため，〔g〕〔幻〔Y〕などの

音をGとして示し，薄い色（桃・草。鳥肉）の符号を用

いた。この分布地域は，東北およびその周辺のほか薩摩

半島にも見出される。AKAI，　AKEEなどの語形は

一K一の前後が広い母音であるため，有声化の観察に適し

ている。なお，一K　の有声化については，ほかに4図お

よび7図の説明をも参照されたい。

　この図は連母音AIの音変種をも詳しく示した。これ

を37図「甘い」や40図「辛い」などと比較すると，一AA

の現われる地点が多い。これは語幹アカの独立性が，他

とくらべて強いことと関係があるかもしれない。沖縄の

AKAAは，沖縄形容詞語尾の法則に合わないため名詞

と見なし，茶色の符号を与えたが，本土のAKAAの中

にも，上述のように，同類のものも含まれるかもしれな

い。しかし見分けが困難であるためいちおう赤色の符号

を与えた。

　調査の際使用した赤い紙の色　　「日本色彩研究所」の

標準色「赤（Carmine　Red）〈色相・明度。彩度番号1－14

－10＞」一について，被調査者の反応が，単なるアカ～類

ではなく，マッカ～類であった地点もあり，図でわかる

ように，この類にも形容詞形・形容動詞形・名詞形の別

がある。そのほか，「茜」「赤茶」「薄茶」「海老茶」「樺色」な

どにあたる語も得られたが，地理的言語差とは考えられ

ないので，地図では一括し「その他」としてとり扱った。

参考までに，日本入男子の赤緑色盲（色弱も含む）の率を

調べると4～4．5％とい5数字が現われる。しかし，こ

の調査結果の中には，色盲のため混乱したと思われる回

答はほとんどなく，おそらく調査者や同席者の適切な指

示によってカバーされたのであろう。この事実と，全色

盲，青黄色盲は非常にわずかであることから，27図「黄

色い」の場合はほとんど問題がないと思われる。

　なお，作図の際，併用の揚合共通語と同形で〈新〉〈上〉

〈稀〉などの注記のあるものは除く原則をとってきたが，

この図の揚合，形容詞形を求める目的があったため，他

門鍬形と併用されたアカイ類に〈新〉〈上〉〈稀〉などの注

があっても，そのまま併用として示しておいた。
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29．アカイを“明るい”の意で使弓か

　古典などによって知られる古い中央日本語では，「明る

い」の意味に「あかい」という語形が用いられているが，

この図では，滋賀・奈良などから西に，「明るい」の意味

にアカイを使う地域が見出される。28図と対比するこ

とによって，西の地域では「赤い」と「明るい」を区別せ

ずアカイと言うのに照して，三重・岐阜あたりから東の

地域では，「赤い」をアカイと言い，「明るい」は別の語形

を使って区別していることがわかる。

　このように，この図は，巨視的に見れば東西にはっき

り分かれていると言えるが，西日本でも，四国の2地

域と，中国・九州のところどころにアカイを「使わない」

地域がある。このうち，四国西部のものは，かなり広い

領域を持ち，分布から言って固有の言い方ではないか

と思われる。その他各地に点在するものの中には，共通

語の影響によるものも含まれていよう。「使う」と「使わ

ない」の平田の境界地帯では，その交錯の様子が，両者

の闘争の複雑な歴史を反映しているようである。

　いっぽう，東日本にも，アカイを「使う」ところが数か

所ある。北海道内陸部に数地点あるものの撃ち，何地点

かは西日本出身の両親を持つ被調査者による回答である

が，他方両親が西日本出身であっても「使わない」と答え

た地点もあり，単純には割り切れない。山形に2地点あ

るものは，調査者の注によれば，AKARIIの子音が摩

擦音化し，さらに脱落した〔akai（：）〕であって「赤い」の

〔ak£〕とは区別するという。したがって地図では「使う」

の符号を与えておいたが，歴史的観点から言えば「使わ

ない」の系統に属する。新潟・秋田などに点在するもの

も，あるいはこの類かも知れない。その他東日本に点在

する「使う」の系統は明らかではないが，一地点ずつ孤立

しているので，ここでは触れないでおく。

　なお，作図にあたっては，被調査者・調査者の回答ばか

りでなく，注記された語形をもととして，語幹がアカ～

であり，語尾が文法的に形容詞語尾（力語尾を含む）であ

るものは，「使う」と認めた。ただし，沖縄では，文法的な

形態のへだたりが大きく，しかも，被調査者または調査者

の回答の基準が，必ずしも一定でないと認められるので，

すべて空白とせざるを得なかった。ただし，若干の地点

に関する，たとえばalka（0228．96），　akasaN（1242．26，

1261．70），　akagaiN（1242．72，1223．91），　ahagato：N

1233．61）のような語形の注記を基準とすれば，対応から

考えて前の二つの場合は「使5」，後の二つの場合は「使

わない」と判定できる（語形の注記が全地点についていれ

ば，全地域について判定できた）。

30．まぶしい（眩しい）一前部分一

　「まぶしい」にあたる全国の方言語形は多様であり，し

かも，前部分と後部分とが，おのおの別の分布を持つた

め，これを30図（前部分）と31図（後部分）とに分割して

作図した。ある地点における完結した方言語形は，この

図に示した前部分と，31図に示す後部分とを，一印を目

安につなげば得ることができる。ただし，つなぐ蹴合，

前部分の最後と後部分の最初の音節（または単音）が同じ

場合，たとえば，前部分がMABA一，後部分が一BAII

ならば，BAの部分が重複して示してあるから注意を要

する（MABABAIIでなくMABAII）。

　30図を概観す．ると，東日本と西日本とに広く分布す

るマ～の類が目立つ。紀伊半島・四国。西中国には

BA～が分布するが，これはMA～からの変化と考え

られる。九州にはメ～の類が分布する。これらは，とも

に「目」に関係があろう。沖縄のMI一，鍛II一なども同

様である。マ～・メ～の類の第2音節の5ち，BA，

MA，　WA，　HAなどは，じつは後部分「一はゆい」に

あたるものの頭音と思われるが，後部分との関連を示す

ために，こ．の前部分も重複して示しておいた。マ～の類

のうち，東北などに分布するMACU一のCUは，前

部分に属するものとして，後部分には重複して示してな

い。

　新潟を中心とする地方に分布するカガ～の類は，　「輝

く」の語幹と関係があろう。この類は，やや離れて岐阜

にも分布している。カガ～の類にも，後部分の頭音を重

複して示したものがある。

　中部地方の太平洋側に分布するヒ～の類は，「日」と関

係があろう。中国地方にも，この類がいくつかの領域を

もって分布している。この類も，後部分の頭音を重複し

て示してある。

　四国東部。紀伊半島などに見られる語頭にA～の現わ

れる語形には，地図中，大符号を用いたが，例外として

広島のABA一だけは，　MABA一またはBABA一の
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頸子音の脱落とみなして小符号を用いた。

　沖縄のPIKA一（「光る」に関係があるかと思われる）

、は，一般にはMI－PIK：A一のような語形として現われ

．るので，後部分として扱うが，MI一の部分が欠けてい

るもの，すなわち，PIK：Aからはじまる語形の場合に

は，これを前部分として示した。

　EZUI，　HAGAYUI，　KEBUTAIなど特殊なもの

は，全語形を表示した。

　標準語形MABU一の分布領域は必ずしも広くはな

いが，東京を中心として現在各地に侵入しつつある様子

を地図からうかが5ことができる。北海道も，南部は東北

と同じMACU一であるが，新たに開拓された内陸部は，

．MABU一が勢力を持っている。分布地図をみると，東

京を中心とするMABU一は，ある時代に近畿地方から

侵入したものであろ弓と推定される。

31．まぶしい（眩しい）一後部分一

　「まぶしい」にあたる各地の方言語形を，前部分と後部

分に分割して示したことについては，30図の説明の最初

にのべたので参照されたい。

　この31図における符号は，33図「くすぐったい一後部

．分一」とほぼ共通にしたが，とくに，西日本で「はゆい」

の系統かと思われる一B～，一M～g－W～，一H～，

などの類に平行的な分布が認められる。中部地方などの

一D～，一Z～の類は，ほとんど前部分がヒ～の類のも

のであった。その他の一K～，一G～の類は，いろいろ

なものを含むが，「苦しい」の系統のものも認められる。

沖縄の一PIKA一の類は「光る」と関係があろう（PIKA

については，とくに30図と比較されたい）。

　一B～類のうち，おもなものの分布について考察して

みよう。西日本に広く分布する一BAIIは，その中に点

在する一BAYUIより新しく，また，近畿と瀬戸内海に

分布する一BAIは，その西側あるいは周辺の山間部に分

布する一BAIIよりもいっそう新しいと考えられる。

．一aAYUI，一BAII，一BAIの分布は33図と共通する

し，また41図「酸っぱい」におけるSUYU1，　SUII，

SUIの分布にも通ずる。さらに，近畿中心部から北陸に

かけて分布する一BUIば，上記の一BAIをも周辺に追

いやりつつある新しい勢力と思われる。30図を参照すれ

ば，近畿中心部から北陸にかけてのものは，MABUIと
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いう語形であることがわかる。このMABUIをシク活

用化したものが，近畿・北陸・長野などの一部，それに

関東西南部に分布するMABUSIIである。MABUSII

の発生は多分近畿かと思われ，これが関東に移入され，

現代の標準語として各地に侵入するようになったもので

あろう。

　後部分の類のちがいは符号の色で示したが，後部分内

で語尾の部分が，また独立した分布形態をとるものは符

号の形の区別によって示した。

　いわゆるシク活用にあたるシイ語尾（SI1，　SIKAな

ど）は，上記のMABUSIIのほかは，秋田・山形・佐

渡・能登を中心とした地方，山梨・静岡。山陰・中国地

方山地・高知・西九州など，比較的辺境の地に多いこと

が目立つ。

　ポイ語尾は，東日本に広く分布するが，直接前部分の

MACU一，　KAGA一に接続する揚合が多い。このポイ

は分布からみて，西日本の一BUIなどと直接の関係が

ないと思われる。西日本の一BOIは，一POIよりも一

£UIの系統かと思われる。ポイ語尾の分布する地域の

周辺部，秋田・佐渡・新潟富山県境。長野・山梨・千葉

などに一POSIIというシク活用形が分布している。

　コイ語尾については，青森・秋田のものは，33図とほ

ぼ一致するが，中部地方では前部分・後部分の魚類の

分布と関係なく，あるまとまった分布領域を持ち，33図

よりもかなり範囲の広いことに注目される。

　タイ語尾は，各類に接続してはいるが，33図の場合と

比べて，非常に勢力が弱い。

32．くすぐったい（櫟つたい）

　　　　　　　　　　　　　　一前部分一

　「くすぐったい」にあたる方言語形には，前部分と後部

分とにそれぞれ別の分布が認められるので，これを32図

（前部分）と33図（後部分）とに分けて示した。ある地点

の完結した方言語形は，32図と33図の語形を，一構を

目安につなぐことによって得られるQただし，この図の

凡例中（）に入れた部分は，後部分の語頭と重複して示

したので，つなぐ巡合この部分は無視する。

　この図に示した「くすぐったい」の前部分は，擬態語の

ためか，ほとんど，K・M－S・C（T）一（一の部分は母

音をあらわす）の子音およびその有声音または口蓋化音



ノ

吟

と，母音Uまたは0の組み合わせによる2音節からなる，

と言うことができる。図に用いた符号は，子音の基本的

な違いを色で，有声音，口蓋化音，音節の位置が逆になっ

たもの，母音の違いなどは形で区別した。以下に，各語

類の分布とその簡単な解釈を述べるが，このような擬態

語に関する語形の諸変種については，地理的分布だけか

ら解釈することは危険かも知れない。

　K－S一（地図で桃色の符号）の類は，全国に広く分布

し，そのうち，KUSU一とKOSO一がともに広い分布

領域を持っていて，近畿中央部を起点として見ると，

KOSO一の方が新しい勢力と考えられる。ただし，東

日本では，東京語のK：USU一が，新しいi勢力として各

地に侵入しているようである。

　K－C（T）一（地図で緑色の符号）の類のうち，中国の

KUCU一には問題があるが，東北・中部地方北部・九

州西部などにあるK：一C一は古い形の残存のようにも思

われる。一方，有声音のG－Z一，G－C（T）など（地図

で白ぬき符号）は，秋田・山形・北関東・伊豆半島付近・

九州西端と南端に，また音節が逆になっているC－K：一，

Z－G一（地図で中ぬき大符号）が，北陸・隠岐・九州各

地に，さらに，口蓋化音（地図でひげの出た符号）が東

北の西部と北部・房総半島・北陸・近畿の山間部・九州

などに分布している。これらは，いずれも辺境の地であ

ることから，古い語形ではないかとも思われる。なお，

関東北辺や，伊豆地方のKUZU一，　GUZU一などのZ

は，Cの有声音に対応するものとも考えられるが，周

囲にKUSU一が分布するところがら，　Sの有声と見な

して桃色の符号を与えた。

　M－S（C）一，M－Z一の類は，北海道各地・東北北

部・福島・茨城・佐渡・長野北部・東海・入丈島など，

東日本の辺境に分布しているので，東日本における古い

表現の残存かと思われる。これは，語形と意味から「む

ずがゆい」「むずむず」などという擬態語との関係をうふ

がわせる。

　M一の類は

②｛ll三1灘

・・ oll羅謡
のような語形の前部分であって，前部分・後部分の分割

には，多少問題がある。

　山梨・長野などに分布する（1｝の類は，ほかに一BUT－

TAIなどが分布することから，後部分をそれと平行さ

せて一一MUTTAIなどとすれば，前部分は（2）と同じと

も考えられるが，後続音の違いと，擬態語的な畳音の可

能性とを示すため，前部分に第二音節までとり入れて②

と区別した。

　群馬，埼玉などに分布する②と〔3｝とは，前部分としては

同じにすべきかとも思われる。しかし（2）の一GUTTAI

などは，その東に連続して分布する，1（USU－GUT－

TAIなどとの関連があるのに対して，（3〕は，一KAIな

どならばほかに見出されるが，一GUKAIなどは他に

まったく見出されない語形なので，上記のように分割し

た。この地域における（3）のMUGU一などは（2）の類から

変化の生じたものであろう。このM一の類は，K－S一の

類と，K－C一の類との接触地帯に分布し，強力な両勢

力の間に新しく発生した語形と考えてよかろうが，その

揚合，付近に残存していた古いM－Z一の類が核となっ

て発展した語形と推定される。

　母音に注目すれば，若干のEやAがあるほか，一般に，

関東を中心に，中部地方。東北南部・中国や西日本の太平

洋沿いにUの系統（地図では円系統の符号）が分布し，そ

の他の地域に0の系統（地図では長四角の符号）が分布す

る。そして，第1音節がUのものはつぎもU，第1音節

が0めものはつぎも0と曰う揚合が圧倒的である。おそ

らく，母音の同化作用によるのであろう。さらに，33図

とつき合せても，東日本では，Uの地域は後部分もGU－

TTAI，0の地域は後部分もGOTTAIなど母音が同

じものになっている。

　凡例で，KlOSA一からWAA一までは奄美・沖縄に

見られるものである。このうちKOSA一は本土に同じ

語形が発見されるので，符号も同じにしてある。また，

GOZYAGAU一も，本土に類似した語形があるので，同

じく緑色を与えた。その他は独特な語形であるため，茶

色を一与えた。UZA一以下は本土に見られるものである

が，K・M－S。C（T）一などに属さない別の系統と思われ

る。
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33．くすぐったい（櫟つたい）

　　　　　　　　　　　　　　一後部分一

　前部分と後部分の分割については，32図の説明を参

照されたい。巨視的に見れば，一K～，一G～の類が東日

本・隠岐・九州西部に分布し，一B～，一M～，一こ口，

一H～におのおのA，0などの母音のついた類が，西日

本と東日本の日本海側に分布している。この両類を比

較すると，分布から見て，西日本に主勢力のある一B～

などの類が新しいものと思われる。ただし，一K～，一

G～の類のうち一むUTTAIは，現在，共通語形とし

て勢力をのばしつつあると言えよう。

　一K～，一G～の類の中には一GUTTAI，一KUTTAI

などの類のほか，「かゆい」に由来する別系統の語形も含

まれているようである。西日本の一B～，一M～，一W～，

一H～などの類は31図に共通する語形があり，また，平

行する分布が見られるので，符号としてほぼ共通のものを

使用した。一BAI対一BAIIの分布は，41図「酸っぱい」

におけるSU工対SUIIとも平行しているようである。

　後部分は，まず頭音の別によって分類し，地図では色

によって区別した。つぎに，それらの子音の変種やそれ

に連続する音の差などを色の濃淡や符号の形によって区

別した。語形の諸変種間にみられる体系性を符号でも平

行的に示そうとしたが徹底しないところもある。これに

よって地図を見ると，上で問題にした頭音の類別のほ

か，語尾部分にも独自の分布のあることがわかる。

　いわゆるシク活用にあたる～SII，～SIKA語尾は，

岩手・北陸・中部山地・山陰・九州など辺境に分布する

ことが注目される。これらの語尾の分布は，一K～など

の類，一B～などの類の区別を超越している。

　タイ語尾は，地図で線系統の符号によって示したが，

これも一G～の類と一B～の類の分布地域にまたがって

関東をはじめ，東北や中部にまで及ぶ広い範囲に分布し

ている。岩手と能登の一GASII，一GASUIは，古く

は連続していたが，このタイ語尾の発展・侵入により分

断されたものと思われる。この優勢なタイ語尾のうち，

中部地方に帯状に見られる一BATTAIは，西の一BAI

と東の一GUTTAIの接触により生じたものであろう。

この地帯には，その他これに類する小変種が若干見出さ

れる。

　コイ語尾は，　北海道・青森などでは，　MOCYO－

K：OI，　MOZO－KOIなどという語形をとって，かなり

見られるが，31図と比較すると，中部地方で勢力が弱い。

　ポイ語尾は，31図と比べると，きわめて少なく1地

点だけに見出される。

　なお，偶然の一致かも知れないが，四国。九州と奄美

に共通の語尾が認められるので，それを示すために，こ

の図では例外として奄美・沖縄の形容詞語尾を最後の部

分まで表わした（ほかに，奄美・沖縄の語尾を最後まで

示したものに40図「辛い」がある）。

34．きなくさい（きな臭い）

　　　　　　　　　　　　　　一前部分一

　「きなくさい」にあたる方言語形には，前部分と後部分

とに，それぞれ別の分布が認められるので，これを，

34図（前部分）と35図（後部分）とに分けて示した。

　赤色の符号で示したカンコの類（ただし，コ憾ケ・コオ

ビを除く）が近畿を中心とした地帯に分布し，その西と

東に，茶色と榿の符号で示したキナの類（ただし，T型，

Y型で示したコゲ類を除く）が広く分布している。

　これは，カンコの類が新しく発生したものであること

を物語っている。モ一類とヤケ類は，発想法が似ている

ので，ともに緑色の符号を与えた。モエ・ヤケ類とカン

コ類は複雑にからみ合って分布している。草色で示した

イブ類と桃色で示したフスブリ類は，発想法が似てお

り，しかも東日本にイブ類，西日本にフスブリ類が地理

的に補い合って散在している。そして，この両者は，36

図「こげ臭い」においても，同様に全国に散在している

（符号は36図と共通にしてある）。36図「こげくざい」に

おける主力語形であるコゲの類も，この項目において全

国に散在している。

　キナ類のうち，KINA一など（HINA一，　SINA一，　CI－

NA一も含める）は，北海道・東北・関東・近畿周辺部・

九州北部に分布して古い表現かと思われるが，九州北部

は，無回答も多い地域であるから，この地域に限り，共

通語からの新しい採用かとも考えられる。もしそうなら

兵庫・鳥取以西に，古くKINA一があったかど5かは

不明ということになる。KINA一の類とKIGA一，　KE－

GA一の類の歴史的関係は難しい。　KENA一は，カン

コ類に圧迫されて北陸や紀伊半島南部に後退したもので
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あろらが，全国的な分布からKINA一よりは新しいと

思われる。長方形で示したKIRIME一一，　KINNE一など

は古いものであろう。十字で示した瀬戸内海のKINO－

BORI一は新しいものらしい。ななめの矢印KINOME

．一 C大きな丸で示したKEN’YA一などにも一定の分

．布’がみられるが，歴史的説明は控えておく。

　KAKO一とKANKO一とでは，分布からみてKANKO

．一 ｪ新しく，さらに言えば，KANKO一の中にKAN一

が生じたものかと思われる。山陰には，KAI（ABI一な

どが，一定の分布をもって存在する。回答の注などによ

，れば，これらは農村などで虫よけのため火をつけていぶ

す布切れの名称と関係のあることがわかる。紺色の符号

で示したが，広島を中心として分布するポロ類も，発想

法からはこの類と関係づけられよう。

　ヤケ・モエの類一般は，分布からみて，キナ類より新しく

て，カンコ類より古いものと思われる。ただし，YA一は

．KANKO一より古いが，　KAKO一よりは新しいらしく，

単純には割り切れない。東海地方の様相からは，KAKO

．一CYA一，　MOE一の順に発展したと考えられる。北九

州や中国地方中部に分布するYAKE一は，　YA一より辺

．境にあるから古い形のようにも思われるが，このあたり

は36図「こげ臭い」との区別のない語形や無回答の多いと

ころであるから，前述のKINA一の時と同様，案外新し

く発生したものかも知れない。たとえば，中国地方中部

では，BORO一とYA一の接触地に，　YAK：E一という

わかりやすい語形が発生し定着したことも考えられる。

　「きな臭い」が，基本的な感覚ではないためか，安定し

た形容詞形の表現が得られず，一ガスル，一ノニオイな

ど，動詞形・名詞形の回答しか得られなかった地点もか

なりあった。ただし，地図で1ま，形容詞でなくとも，た

とえば，BORO一，　KANKO一などを含む形ならば，

それらと同じ符号の肩に補助符号をつけて形容詞でない

ことを示した。凡例の「動詞・名詞」は，その他の前部分

・を持つ動詞・名詞であり，「その他」は形容詞に関するも

のである。なお，クサイだけの回答は40地点以上あった

」が「無回答」として扱った。

35．きなくさい（きな臭い）

　　　　　　　　　　　　　　一門部分一

この地図では「きなくさい」の「くさい」にあたる部分の

回答について作図した。おもな問題点は，複合語の後部

分の「くさい」に促音を生ずるか連濁を生ずるかである。

　まず，一KKUSAIのような促音を生じているもの（地

図中茶色の符号で示した）は，西関東と中部地方の東を南

北に貫いて認められる。九州の力語尾地方にも同様の特

徴が現われる。新潟の一部に一KUSSAIが認められる

が，これは，以上のものと違い，複合語の構成とは無関

係なものであろう。

　一GUSAIなど（地図中赤色の符号で示した）の中に

は，　Gについて，〔g〕・『g〕（〔口g〕）・〔η〕の三種があ

る。〔9〕のうち，佐渡・愛知・西日本方面のものは一グ

サイに対応する。ただし，［g〕のうち，秋田・山形のも

のは，28図「赤い」でわかるように，この地方では，語

頭以外の力行音が〔g〕となって現われるので，一クサイ

に対応するものとも思われる。しかし，また，秋田など

では，「ショオガツ」のGに〔1〕〕でなく〔9〕が見られるこ

とから（6図を参照），それと同じく，複合語の切れ目に

〔1〕〕でなく〔9〕が現われる現象の反映かも知れない。も

しそうなら一グサイに対応することになる。高知・和歌

山の〔～g〕，近畿から北陸にかけて，および青森の〔η〕な

どは，明らかに一グサイに対応する。一NSAI（1地点

だけ）のNは，GUからの変化であろう。

　この質問項目（040番）に対して，ただクサイ（KUSA

KAも含む）だけの回答が，全国で40地点以上あった。

これらは，複合語になった場合の姿を推定できないの

で，地図では「無回答」として扱った。

　HINANKUSAI，　K：AGANKUSAI，　K：IRIMEN－

KUSAI，　CIRIMENKUSAI，　KANK：USAI，　K：A－

KONKUSAIなどにおけるNは，前部分の名詞的要素

の一部ないし助詞にあたると思われるので，前部分の方

に入れてある。

　後部分クサイまたはグサイのうち，全国にあるイ語尾

の連母音一AIにあたる部分の詑音，九州の力語尾の

一K：A，一GAに関しては，他の形容詞項目の揚合と平行

する。ただし，他の形容詞項目と比べて若干異なるのは，

複合語となって語形が長くなるためか，短音の地点が多

いことである。すなわち，21図「粗い」，28図「赤い」，

38図「甘い」，40図「辛い」などにおいては，一AIや一EE

であった宮城・福島・新潟・長野・中国地方などで，

この「きなくさい」の場合には一Eとなっている地点が

かなり見られる。母音の種類については，他の項目とまっ

たく同じであるから，AI，　EE，　Eの区別だけを表わレ
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EEの中には，〔e＝〕〔ε＝〕〔記＝〕のほか〔ja＝〕〔j紀＝〕〔a：〕

など長音のすべてを含め，Eにも短音のすべてを含めて

作図してある。すなおち語尾の母音が〔e＝〕か〔al〕かな

どの点については，この図によっては明瞭でないが，

40図「辛い」などを参照することによって見当をつけるこ

とができる。

36．こげくさい（焦げ臭い）

　焦げ臭いにおいにもいろいろあるが，この項目の場合

は，御飯の焦げるにおいに限定して調査したものであ

る。標題および見出しには完結した語形を掲げたが，後

部分は，35図「きなくさい」とほぼ同じなので，地図で

は前部分の区別だけに注目して分布を示した。

　前部分に関しては，コゲ～の類が広く分布し，ほか，

コガレ～，コビ～，ヤケツキ～，ソコツキ～，ナベツキ

～などの類もあるまとまった分布領域を持っている。

　コゲ～類（KOGECUKI～も含む）が中央日本に広く

分布しているのに対して，コガレ～類が九州・奄美・中

国地方山間部・山陰に見られるので，西日本においては，

コガレ～類はコゲ～類より古いものと思われる。コビ

～類（K：OBICUK：1～も含む）は，東北・中部のほか三重

にもあるので，少なくとも三口以東においては，コゲ～類

より古いものであり，近畿や関東から広まったコゲ～類

によって，現存の地域に後退させられたものであろう。

　ヤケツキ～類は，東北南部にまとまった分布をしてい

るので，比較的新しいものと思われる。おそらく，コビ

～類が東日本に広く分布していたところへ，コゲ～類が侵

入し，接触が起こったところに新しく発生した語形であ

ろう。同様に，中国地方のソコツキ～，シキツキ～類も，コ

ゲ～類とコガレ～類の接触地帯に見られる。コゲ～類の

うちのKOGECUKI～が分布する東海地方，コビ～類

のうちのKOBICUK：1～の分布する中部地方東側など

が，やはり別口の勢力の接触地帯であることは，注目す

べきである。一般にこのよ5な接触地帯では御飯の焦げ

た場合の表現として，「～付き」という部分を加えること

によって語形の意味を明確にし，かろ弓じて生き残った

り，新たに発展したりする傾向があるのかも知れない。

　中国地方などでは，日系の勢力接触地帯に「無回答」が

まとまった分布を示していて注目される。

　各地点について，34図と対照すれば，「きなくさい」
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と「こげくさい」の区別の有無を知ることができる。なお』

符号の肩の補助符号，凡例の「その他」・「名詞」・「無回答」．

などの扱いは，34図に準ずる。沖縄のNANCIC1－

KAZAは「なべつき一におい」にあたる名詞形の回答で．

ある。「きなくさい」に比べると奄美などをはじめ，全困

的に形容詞形が多いと言えよう。

　地図では示さなかったが，この項目の後部分の「くさ

い」について35図と関連させながら説明する。促音の入．

る～KKUSAI，～KUSSAIの分布は，ほぼ35図と同

じであるが～GUSAIの地点は35図と比べて非常に少一

なく，石川に7地点，高知に1地点だけである。すなわ．

ち，北海道・青森・北陸・近畿など，かなりの地点で，

「きなくさい」の場合は～GUSAI，「こげくさい」の場合

は～K：USAIと言っていることになる。これは，前部分

との関係における構造的な差，語の伝播経路の違いなど

によろう。なお，力語尾や，語尾の連母音AIの説音に

ついては，35図とほぼ同じである。

37．あまい（甘い）

　甘さにもいろいろあろうが，この質問文の場合は，砂

糖の味に限定した。

　全国の大部分がアマイの類である。したがって連母音．

AIの諸変種を全国的に見渡すこともできる。

　ウマイ類（NMAIなど屯含む）が東北北部と鹿児島ひ

奄美・沖縄にまとまりをもって分布し，その他のところ

でも主として辺地に散在している。

　この地図と38図「〈塩味が〉うすい」を対比すると東北

北部や鹿児島では，砂糖の味はウマイ，汁の塩味の足りな．

いことはアマイと言うことになる。なお，質問番号253：

「おいしい」の地図（印刷では割愛）は，全国にウマイ類

（NMAIなども含む）が分布し，関東から近畿にかけて

オイシイ類が散在する。従って37図でウマイの地域は，

甘味と美味を区別しないことになる。これは，日本にお一

ける甘味料に関する食生活の発達と関係があるかと思わ．，

れ，東北北部・鹿児島・＝奄美・沖縄その他辺地にある，

美味。甘味をウマイと言い，薄味をアマイと言う表現．

は，分布からみて古い段階かと思われる。

　AMAK：OIなどが，38図に比べて，東北地方などでか．

なり多くなっている（地図の符号は38図と同じく緑色にし

び
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てもよかったが，分布状態をはっきり見せるため茶色に

した）。この語形については，「強い甘さを表わす」など

という注記がかなりみられた。調査の際の質問の順は

「〈塩味が〉うすい」が先であって，そこでAMAIと答え，

つぎに「砂糖の味」を問われて，なるべく区別したいとい

う意識が働いたため，AMAKOI，　AMACIKOI，

SATOOAMAIなどと回答した場合もあろう。しか

し，これらがあるまとまった分布を示すことは，やはり

何らかの方言差を反映しているものと見てよい。

　AMAKOI，　AMAKEEなどの一K一は宮城などの
〔k〕のほか，新潟北部・秋田の〔g〕を含み，山形・岩手

などのAMAGOI，　AMAGEEの一G一は〔η〕だけを含

む。これは，音の対応関係を考えた処置である。九州西

南端の〔～ga〕は～KAに含めて示した。

38．〈塩味が〉うすい

　汁の塩味が足りない状態を表わす形容詞は，共通語で

は「うすい」，「あまい」のいずれとも決めがたい点があ

る。すなわち「うすい」と「あまい」の違いは，「濃い」の反

対ととるか，「塩辛い」の反対ととるか，という観点の相

違に関係すると言えよう。しかし，一定の質問により得

た回答を地図上に描き出すと，図のように，アマイ類，

ウスイ類，ミズクサイ類などの分布地域がかなりはっき

り見られ，それぞれの地域の言語の特性の反映と思われ

る。共通語形がひとつではないので，この図では，原則

と異なり，併用の揚合のウスイ類に共通語的であるなど

の注記があっても，地図に併用として示した。

　アマイ類は全国的に広く分布している。37図でもア

マイ類が分布し，この38図でもアマイ類である地点は，

砂糖の味と汁の塩味の足りない状態とを，ことばによっ

て区別しないことになる。なお，アマイ類の語尾の連母

音AIの音変種の分布については，37図「甘い」やAI語

尾を持つ他の形容語尾の分布とほぼ一致するので，ここ

では細分することを省略し，すべて，AMAIにまとめ

て示した。

、ウスイ類は，東北・中国・北九州にはほとんど見られ

ないが，その他の各地にある程度まとまった分布領域を

持っている。こまかくたどってみると，中心地から街道

ぞいに全国に侵入しているようにも見える。しかも，ウ

スイ類とアマイ類との併用の場合，静岡ではウスイ類の

方が新しい表現とする注が多く見られた。このことか

ら，ウスイは，アマイの領域の上に，広がりつつある新

しい表現とも考えられるが，全国的に合計すると，両者’

の併用のうちウスイをより新しいとする地点とアマイを’

新しいとする地点とが，ともに10ほど数えられるので，，

全国的視野からはウスイが常に新しい表現とは言い切れ．

ない。ウスイと発想法の通ずるアワイ類が，近畿の北と

南の辺地にあり，古い表現であることを思わせる。沖縄

のAPA一（〔apa〕〔aΦa〕〔aha〕）類もこの系統である。

　近畿を中心に瀬戸内海・九州東部と南部に及ぶミズク’

サイ類は，ウスイとともに，砂糖の味と塩味のうすさと．

を区別する地帯を形づくっている。分布状態からは，こ．

のミクズサイ類が，中央日本に発達したもっとも新しい

表現と考えられるが，ウスイ類やアマイ類との併用の揚・

合，ミズクサイ類の方が古いとの注記がかなりあって’

（その逆の注記はない），ひと昔前は新勢力として発展し．

たが，現在は，関東のウスイ・アマイ類の勢力に押し返’

されていると言えよう。なお，ウスイ・アマイ類とミズ

クサイ類との接触地帯（紀伊半島や，兵庫・岡山）では，

ミズクサイの方が極度にうすい場合の表現であるとの注

が6地点見られた。ミズクサイの語尾の連母音一AIの

音変種は，この図ではMIZUKUSAIに統合して示し．

たが，35図「きなくさい一後部分一」によって見当を点

けることができるので参照されたい。

　北陸のショムナイ類は，新潟のショッパイナイなどに．

通ずるとすれば，「塩もない」にあたるかとも思われる。

これも，砂糖の味と区別する点では，近畿・福井に連続

する。この類は他地域に見られない独特の表現である・

（なお，39図のクドイ類の分布と比較されたい）。

　九州のサピナイ類（SABINAKAを含む）は，アマイ

類（AMAK：Aも含む）と併用されているうち7地点で，

塩だけでなく，味の利いていないこと一般に用いるとの

注記があった。これは，いままであげた他の語形と異

なって，無味を表わす広い意味分野を表現する語と考え

られる。三陸・三宅島のマズイ類も似たものかも知れな

い。

　以上により，砂糖の味と塩味のうすさを区別する地帯

が，近畿を中心に北陸・四国・九州の一部・関東・東北に

及んでいることがわかった。分布からみても，このよう

に区別することが，日本語における新しい言い方であろ

うと思われる。ただし，砂糖の味と塩味のうすいことを

区別する地域の中にも，甘味と美味とを区別しない東北
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北部と鹿児島が含まれ，この体系こそが，味を表現する

’語としては最も古いものであろら（中央日本では，甘味・

塩味のうすさ・美味を，それぞれ別の語で区別する）。

　S正ON－AMAKAのNは助詞の「の」にあたると考

．えられるから，語をとりあげる場合はAMAKAに統

・合すべきかも知れないが，付近にSIOAMAK：Aが分

布しているので，それとの関係を見るため，地図では補

．助符号を肩につけてAMAKAと区別した。そのほか，

若干あるMISON－USUKA，　SIOKEGA－USUIな
どは，主語部分にあたると思われるものを切り捨てて作

図した。アジガキイトラン・シオガキイテナイ・シオガ

タランなどは，「その他」として一括した。

　なお，「塩の味」そのものについては，つぎの39図「塩

辛い」で示す。ただし，「塩味が濃い」でないことと，質

澗に際して汁の味に限定しなかったから，厳密な意味で

の対義語とは言えない。

39．しおからい（塩辛い）

　調査したのは，「塩の味」であって，塩そのものをなめ

た揚合の感じのほか，海水・汗・涙などの自然物，料理

などの加工品の揚合をも含み，また，薄めの味も濃い味

をも，含んでいる可能性がある。

　ショッパイ類は，いわゆる親不知・浜名湖線の東にあ

り，典型的な東日本型の分布を示している。ただし，西

日本の山間部に点在するSIOHAII，　SIWAIも，こ

のショッパイ類と考えられる。

　カライ類は，ショッパイ類に対立して，西日本に分布

しているが，東日本の関東南部などにも分布していて，

注目される。関東南部などで，ショッパイ類よりカライ

．類を上品なことばとして使うとの注記が多く見られ，こ

れは，上方からカライ類が，ある時代に，新しい勢力とし

て侵入したことを示すものであろう。そのほか，佐渡・

長野南部などに見られるものは，海陸の交通路によって

運ばれたものであろう。九州西部のKARUI，　KARU－

KA，　KAKKAはカライの変種と思われ，九州南部

のKARI，　KARIKA，　KAI，1（AIKAも同様であ

ろう。このカライ地域は，40図と対比すればわかると

おり，唐辛子の味と区別される表現を持たない地域とい

うことになる。

　シオカライ類は全国的に散在するが，新潟・富山・南

関東。近畿・四国北部・大分・沖縄などでは，ややまと

まった分布領域を見せている。前述のように，カライ地

域では，元来唐辛子の味と区別がなかったため，おそらく

近畿地方あたりで，とくに塩の場合はシオカライと言っ

て区別する傾向が起こり，その語形が北陸地方や西南

へ，さらに東海から関東へと侵入したのであろう。西日

本でこの語形がカライ類と併用された場合，唐辛子と区

別して特に塩による辛さに限定する揚合に用いるとの注

記が多かったことも，発生の様相を示していると言えよ

う。もっとも，煮物や漬物はカライ類であって，塩その

ものをなめた場合は，シオカライ類であるとの注記も若

干見られた。伊豆地方などのSYOPPARAIはショッ

パイ類の地域に，シオカライ類が侵入したため混交を起

こしたものであろう。長野のSIOZYOPPAIはショッ

パイについて，塩の意識が薄れたことと，シオカライと

いう語形の影響などが考えられよう。

　クドイ類は，北陸地方にまとまった分布領域を示す

が，分布および注記からみて，カライ類より新しく発展し

たものと思われる。これも，シオカライ類と同様に，唐

辛子の味をあらわすカライ類と区別しようとして，他の

意味分野をさすクドイ類を転用したものかもしれない。

ただし，注記の多くは，〈クドイは汁の塩味の場合〉とあ

るところを見ると，区別のしかたが，近畿のカライ類対

シオカライ類とは若干ずれ，唐辛子や塩そのものの味に

対して汁などの塩味を区別するために使われ始めた表現

かもしれない。なお味の濃さ（しっこさ）に関する諸表

現，薄さ（淡白さ）に関する諸表現を関連させて調査すれ

ば，いっそう深い解釈に到着できるであろ弓。

　九州にあるSIONKARAKAなどのNは，助詞の
「の」にあたると考えられるので，語としてとりあげる

揚合は，KARAKAに統合すべきかと思われるが，付

近にSIOKARAKAなども分布しており，それとの関

係を見るため，地図では補助符号を肩につけてK：ARA－

KAと区別した。

　この項目は，いちお弓シオカライを標準語と認め，併

用の地点でシオカライに共通語的であるなどの注記があ

る揚合地図から除いた。

40．からい（辛い）

全国一様にカライ類（九州のKARUI，　KARUKA，
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KAIKAなどを含む）が分布．しており，39図と対比する

と，西日本では，塩味と唐辛子の味とを区別しないで表

現することがわかる。もっとも，唐辛子の場合，ナンバ

ンカライ・トオガラシカライ・コショオカライなどの複

合語（ナンバン・コショオは各地の唐辛子の方言）を使っ

て区別している地点も若干見られる。これは，37図に

おけるサトオアマイなどに，また，39図におけるシオカ

ライにも通ずる命名法である。ドンガライなど接頭辞の

ついたものは，辛さの程度の強い揚合に使うようであ

る。

　入玉島のPAREROWAは動詞「腫れる」にあたる語

形であろう。AMAIについては，疑問もあるが，いち

おう地図に示した。

　このように，全国で語幹部分がほぼ一定なので，この

地図は，形容詞語尾の分布を見るに好都合である。本土

では，力語尾の分布するところ以外で，語尾の連母音AI

にあたるものの音変種の分布が詳しくわかる。調査者の

表記法の差などを考えて，地図では一AI，一EE，一E，

一YAA，一YA，一AAにまとめて示したが，そのう

ち，一AI，一EE，一Eについては，おのおのつぎのよ

うな音変種を含んでいる。

一AI

一EE

〔ae〕

〔aei〕

〔ai〕

〔ε：〕～〔Ie：〕

　　　　〔e：〕

一｛1：r圖

東北・茨城・新潟・長野東北

部・島根東部

鳥取東南部・鳥取西南部・岩

手の一部・青森の一部

以上のほかの地域

宮城・福島・新潟・千葉東端・

静岡東部・名古屋市付近・京

都西北端。兵庫北半・岡山・

対島

以上のほかの地域

青森・岩手・秋田・山形西北

部・鹿児島・宮崎南部

以上のほかの地域

　他の項目の形容詞語尾一AI，一EE，一Eに含まれる

音変種もほぼ上記と同じである。

　沖縄も語幹がほぼ一定であるから，語尾め分布がすべ

てわかるよう作図した。他の形容詞の語尾分布も，語に

よる違いがないではないが，ほぼこれに近いので，語尾

を求める回合は，この地図を参照されたい。なお，活語

におけるの語尾の詳細は，「日本言語地図資料」に示して

ある。

41．すっぱい（酸っぱい）

　調査の際の質問は，酸味一般ではなく，「梅干しの味」

に限定したため，報告された語形について，青梅・みか

ん・酢などの味には使っても，梅干しの場合には使わな

いという注記があれば，地図から割愛した（詳細は「日本

言語地図資料」に示す）。

　スイ類が中部地方から西に分布するが，この中でも，

中部・近畿・四国の一部などのSUIと，それから西に

分布するSUIIとに分かれ，　SUIIの地域の中には，そ

の原形かと思われるSUYUIが点在している。鹿児

島のSUIは，系統としてはSUIIのものが，長音を短：

音に発音する地帯のためにSUIになったものであろ5

か。富山・愛知・山陰・沖縄のSIIはSUIに対応する

音である。SUYUI，　SUII，　SUIの関係は，31図「ま

ぶしい一後部分一」に現われる一BAYUI，一BAII，

一BAIなどと平行する。

　スッパイ類は南関東を中心に東西にのびている。静岡

などにSUPPOIが存在することは，このスッパイ類の

侵入と関係があるとも考えられる。標準語では，「酸い」

が文語的，「酸っぱい」が口語的であるが，この分布図に

よっても，東京付近の話しことばは，スッパイであるこ

とがわかる。

　スッカイ類は，東北から北海道南部・新潟・関東東部

に分布し，このうちK：の部分の促音の有無についても地

域差が見られる。

　質問を，梅干しの味に限定したためか，その酸味でな

く，塩味や渋味にも着目したと見られる回答がいくらか

あった。上記のスイ・スッパイ・スッカイの類のほかに，

ショッパイ・カライ・クドイの類など，39図の塩味の場

合と共通する語形である。これらの地点の多くでは，み

かん・青梅ならば，スイ，スッパイ，スッカイと言うとの

注記があった。ただし，関東中央部にまとまって分布す

るショッパイだけは，梅干しの酸味に関する表現らしく

思われる。この地域について39図と対照してみると，塩

味はカライ，シオカライと言い，梅干しの場合ショッパイ

と言う地点がかなり認められる。この地域に塩味を意味

する新しいカライ・シオカライ類が侵入したため，本来塩

味を意味していたショッパイ類が，意味のややずれた梅

干しの味に転用されるようになったものと考之られる6
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　シブイにあたるSIBUIg　SIBUKAが五島などにあ

るので，付近に分布するSYUUKAもこれと関係があ

るものかも知れない。沖縄のSIB一も，あるいはシブ

イの系統かもしれない。

　スイ・スッパイ・スッカイの歴史的な関係を，分布に

よって，推定すれば，次のようになる。古くはスッパイ

はまだ存在せず，二大勢力であるスイと，スッカイとが

関東西部で接していた。このため，この地帯で不安定な

状態が生じ，隣接する意味分野を表わすショッパイが

触媒となってスッパイという新しい語形が生じ，それが

中心地のことばとして周囲に発展したのではないか。

　なお，作図の撹乱，スッパイを共通語と見なし，併用の

揚合，原則によって共通語的であるなどの注のあるスッ

パイだけを地図から割愛した。スイの場合は新しい言い

方などの注があっても，併用として地図に示した。

対応形が見あたらない。なお，タマゲルなどの動詞形は

「その他」として扱った。ただし宮城・岩手のDOOTEN－

SITA（動顛した）だけは，ある分布領域をもつので，

いちおう地図に表わした。

　1；地点に2語形併用の揚合，中国地方では，オソロシ

イが恐怖の強い揚合，コワイ・イブセイなどは程度の弱

い揚合に使5とい5注記が数地点あった。東北ではオッ

カナイを程度の強い場合，コワイを弱い揚合に使うと注

記した地点も，わずかではあるが見出された。なお，こ

の項目の標準語形は，オソロシイ・コワイの二者と思わ

れるので，これらの語が他の語と併用されて新しい表現

などの注記のあるものは，地図から割愛して頓用として

表わした。そのうちわけは，コワイ35地点（オッカナ

イとの併用27，オトロシイとの併用8），オソロシイ3地

点（いずれもオッカナイとの併用）であった。

」

42，恐ろしい

　「恐ろしさ」という感情にもいろいろな種類や程度があ

り，種々の類義表現を想定できるが，この揚合は，質問

文のように，「犬にかみつかれそうになった血合の気持」

に限定して描いた。

　全国を大観すると，オソロシイ類が西日本の辺境地帯，

オッカナイ類が東日本の全体に，そして東京付近や近畿

地方にコワイ類が分布して標準語成立の歴史をうかがわ

せる。東京で，「おそろしい」がやや文章語的，「こわい」

が口語的，「おっかない」が俗語的な感じがするというの

も，この分布からうなづけよう。中部から関東にかけて

のコワイ類・オソロシイ類は西日本からの侵入と考えら

れる。近畿地方における分布から見ると，オトロシイ・

オソロシイ類とコワイ類とでは，コワイ類が新しい発展

と思われる。

　そのほか，名古屋および佐渡地方にオソガイ類，中国

にキョオトイ類，東九州・島根・北陸の一部にオゾイ類，

広島・島根県境にイブセイ類などがまとまった分布領域

を持っている。

　北九州にエズイ類が分布する。これはオゾイ類と関連

があろう。両者は，分布から見て西日本における古い言

い方かと思われる。

奄美・沖縄のGWA一はコワイに，　UTUR一はオト

ロシイにあたる語形であるが，NUGUR一などは本土に

一26

43．コワイを“恐ろしい”の意味に

　　使うか

　この図で「使5」ということは，質問内容からみて，42

図の血合にコワイを答えたことに相当する。しかし，42

図におけるコワイの分布に比べて，この図では，コワイを

使5地域の範囲が広がり，地点も非常に多くなってい

る。42図では示してないが，コワイを共通語的になどな

ら使うという注記のあるものが35地点であった。この

43図では，「共通語的になら使う」という地点が，ぬき

三角形（輪郭のみ）で示したように，その5倍ほどの数に

ものぼっている。この符号は42図においてコワイの分

布していなかった地域に見出される。同じ内容でありな

がら，42図の場合と43図の揚合とがこのよ弓に相違す

るのは，前者がなぞなぞ式質問による結果であり，後者

が誘導式質問による結果だからであろう。このことは，

言語を使用するといってもいろいろな段階があって，調

査のし方に注意を要することを示している。ちなみに，

質問番号は，42図のものは237番，43図のものは206番

であって，連続させず，内容に相互影響はなかったと考

えられる。

　なお，この43図は，コワイという共通語形が，現在他

の語形を圧倒しつつ文化の中心地帯に盛んに用いられ

ている様子をよく示している。中部地方の「共通語的

ならば使う」の地域を入れれば，南関東と近畿地方とが



4

連続する。

　地図の整理にあたっては，29図と同じく，被調査者の

「「使う」「使わない」と言う答えをそのまま採用せず，それ

・に加えられた注をも参考にして，「使う」「使わない」を決

定した。音韻的・文法的な変形を5けていても．コワイ

に対応するものであれば「使う」と認めた。

44．コワイを“疲れた”の意味に使うか

　疲労感にもいろいろあるが，この質問では，重い荷物

を背負って歩いた血合の感じについて回答を求めた。し

たがって，その他の疲労たとえば精神的な疲労，病的な

気だるさなどたついて調べれば，また違う結果が出るか

と思われる。

　「コワイ」を使う地点は，東北およびその周辺地帯・紀

伊半島・中国西部。九州南部などに分布する。これを

43図に重ねてみると，両図で，コワイを使う地域がほ

ぼ補い合っていて重ならないことに注目される。共通語

と同じ恐ろしい意味の「コワイ」が各地に広まる揚合，疲

」れた意味の「コワイ」が元来分布している地域にはなかな

か侵入しにくいことを示していると言えよう。

　「使わない」地点のうち，それでは疲れた二合に何とい

うかは特に調査しなかった。調査すればよかったと思う

．が，そのことに関して好意的に情報を寄せた160地点か

らの報告についておもな傾向を拾うと，全国一帯にツカ

レタ・クタビレタ・クタブレタがあり，タイソオダが佐

渡島，ナンギダ。ナンギイが新潟，テキナイ。ゴシタイ

が長野，エライが静岡・近畿・中国，カッタルイが南関

東，カイダルイが紀伊半島，シンドイが近畿・瀬戸内海，

ダレタが四国・九州，シワイ・セツイが島根などに見ち

れる。

　なお，「使5」「使わない」の判定については，43図の

場合に準ずる。

　参考までに，「餅が固くなった揚合にコワイを使うか」

（質問番号205）について作図したものについて述べる。

まず東北・四国・沖縄に「使わない」が多いほか，ほぼ全

国的に「使う」が散在する。しかし，あまりはっきりした

分布が見えなかったし，飯やするめなどではなく，餅と

限定したことに問題があるので，・印刷は割愛した。

45．いいく天気だ〉

　この項目の場合は，形容詞の連体形を求めた（26図と

同様）ため，原則として，「天気がいい」「上天気だ」など

にあたる回答の二合は，地図で「その他」として扱った。

　全国を概観すると，北海道・東北でIIとEEが入り

混じり，つぎにII，西日本にEE，ふたたび九州東部・

沖縄に11が分布する。九回西部はYOKAであり，こ

れに対応するYOIは全国的に点在するほか，北陸・近

畿北部にまとまった分布領域を見せる。なお，この地図

は語形の系統を考えて分類したものではなく，現在使用

されている語形の音の類似によって分類したものである

ことを断わっておく。

　II〔i＝〕には，東北北部・北陸などの中舌母音〔旬，東北中

部南部・新潟の〔L：〕も含めてある。奄美・沖縄のII〔jil〕

は，　じつはIIに対応するものでなく，本土のEEまた

はYOI，　YUI（この語形は見出されていない）に対応す

るものと思われ，しかも，この語形は，形容詞形ではな

く，連体詞的なものと考えられる。地図では，ほかに

〔j多i：〕〔¢i＝〕〔ri：〕を区別して示したが，この三者は，分

布も隣接し，音声的にも近いものと思われる。

　EEは，地図ではまとめたが，西日本のものと東日本

のものと，音韻としては性格が異なる。西日本のもの

は，イとエとの区別があって，　しかもEEであるのに

対し，東日本および出雲地方のものは，イとエの区別が

なく，エに統合されているところでのEEであって，イ

イの系統かエエの系統かは決めがたい。分布をみると，

西関東・長野・新潟西部までIIであって，ここから東の

区別のない地帯に入るとEEであることから，イイが

EEとして現われたものかと思われる。しかし，宮城・

山形・福島などの〔jze＝〕は，イにあたるものには現われ

ず，エにあたるものの一部の語に現われる音であるから，

この付近のものはエエの系統かとも思われる。

　YOI，　YOEは各地に散在し，改まった言い方として

ならば，広く使われているものらしい。ただし，北陸・

近畿北部にまとまって分布するものは古い語形の残存と

思われる。九州でヨイ類のYOKAがまとまって分布

しているのは，力語尾のために母音の融合が起きず，

YO一が保たれたことを示すのであろう。20図「太い」

などにおける語尾の連母音一〇1にあたるものが一EE
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などになっている地域と比較すると，この図のEE，　II

の分布とは一致していないので，YOIがEEやIIに

変化したにしても，音韻法則によるものではなく，個別

的な変化があったものかと思われる。なお，他の形容詞

項目一般に比べて，この地図は力語尾が九州南部におい

て東に張り出していて注目される。このような力語尾の

分布を示すものは，この日本言語地図においてはほかに

質問番号269「ない」（分布地図の印刷は割愛）のNAKA

ぐらいしか例がない。「よい」「ない」において力語尾が優

勢な原因は，音節数とか，使用頻度とか，いろいろ考えら

れよう。このほか，27図「黄色い」におけるKIIROKA

がこれらに準ずることはすでにのべた。

なして切り捨てたものの中に，じつは断定・陳述の働ぎ

を持つものがあったかも知れないが，いま明らかではな．

い。また，「だ」にあたるもののつぎに終助詞がついて報

告されたものは，終助詞部分を切り捨てて作図した。文

末終止以外の場合を調べれば，また違った結果が得られ．

たかも知れない。ていねい表現の「です」「でございます」

にあたる表現は，「その他」として扱った。

　このほか，質問番号277「火事だ」の「だ」について作図

したもの（印刷を割愛）は，KA一の音声に注目する項目

であったため「だ」の部分の報告に完全でないものがあっ

たり，火事という一面の性格上，名詞の言い切りであっ

たりしたが，ほぼ46図の分布と一致する。ただ，熊本

に2地点ダが現われ，その点，国語調査委員会の分布地、

図に通ずる。

呂

脳

46．〈いい天気〉だ

　いわゆる断定の助動詞にあたるものについて地図を描

いた。ダが東日本と山陰に，ヤが北陸・近畿に，ジャが

それ以外に分布している。これは，国語調査委員会「口

語法分布図」19図（明治39年）とほぼ一致するが，鳥取

と兵庫北部がダであること，やの専用地域が明確になっ

たこと，九州西部に助動詞が見えないこと，沖縄をはじ

め離島の資料が得られた点など相違がある。

　新潟のRAは音韻的にダに対応する。北陸・近畿な

どのYAがZYAから発生した新しいものであること

は，分布からもまた音声的な性格からも断言できよ垢

ただし，併用地点が少なかったため，YAとZYAの新

古に関する注記は得られなかった。九州西南端のYAは

中央語からの影響でなく独自に音声変化をしたものかも

知れない。九州南部のZYAT，　YATは〔3a？〕〔ja？〕な

どの音声をあらわしたもので，「ジャル」「ヤル」に対応

する語形と考えられる。沖縄のYANなどは「ヤル」に

対応すると思われる。ジ〔5i〕とヂ〔d5i〕を区別する高知

にZYA〔d5a〕が見られることは，西日本に分布する

ZYAが古い日本語の「ヂャ」に対応することを正しく示

している。

　この地図では，名詞の「天気」に終助詞ゾオ・ド才・ノ

オ・ノマイ・ナア・ナイ・ニャアなどのついた報告があっ

た食合は，それらを切り捨てて，「助動詞なし」として

扱ってみた。ただし，九州のバイ・タイだけはまとまっ

た分布領域が見られ例外として地図に示した。助詞と見

47．〈虹が〉きれいだ

　　　「きれいだ」にあたる意味範囲はかなりとらえにくい

　　が，この項目は，虹を見た揚合の感情に限定して調査し

　　た。

　　　共通語では，「きれいだ」と「美しい」の両方が用いら

　　れ，ニュアンスの違いがあるらしい。この質問では，キ

　　レイダ（ジャ）とウツクシイの母語類をあげて選ばせたも

　　の（C式質問）であるが，分布地図を見ると，両者が別々

　　の地理的分布を持って全国に広く見出される。そのほ

　　か，ミゴト～・ケッコオ～・リッパ～・キヨラ～などの類

　　も独自の分布領域を持って現われている。もし，なぞな

　　ぞ式質問をとっていれば，キレイ～類，ウツクシイ類が

　　もっと少なく，そのほかの語形がもっと多くの地点に

　　現われたかも知れない（質問形式の違いによって現われ

　　る回答の差の例は，多少問題が異なるが42図と43図

　　を比較されたい）。なお，奄美・沖縄に分布する凡例の

　　KYORA一からSURA一までは「清ら」にあたるもの

　　と思われる。また，KAGI一，　KAI一は「カゲ」に対応

　　すると考えられる。この図では以上のよ弓な語類の違い

　　を符号の色で示した。

　　　つぎに文法的な問題をのべる。品詞の別や活用語尾は

　　色に関係なく，符号の形によって示したので，つぎにそ

　　のおもな規則をしるす。

　　　　〔形　容　詞〕〈イ語尾〉山型（一INAは横向き）
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♂

　　　　　　　　　〈力語尾〉円

　　〔形容動詞〕　〈ダ語尾〉つぶし三角

　　　　　　　　　〈ジャ語尾〉口ぬき三角

　　　　　　　　　〈ヤ語尾〉上ぬき三角のさかさ

　　　　　　　　　〈ナ語尾〉いちょう型

　　〔語幹だけ〕　T印

26図「四角い」，27図「黄色い」の場合も同様の扱いをした

ので，参照されたい。形容動詞のダ語尾，ジャ語尾，ヤ語

尾の分布は，46図「〈いい天気〉だ」と平行する。中国・

四国の一NAは，終止法に使われている点注目される。

ただし，この中に語幹または終止形に終助詞の「ナ」がつ

いたものが含まれているかも知れない。なお，凡例で一

で示した部分は，沖縄における形容詞形語尾である。

　この項目は，意味範囲の切り方が限定的であったた

め，語誌の分布がこのようになった面があるかも知れな

いが，48図もこれに似た分布を示すので，虹の美しさ

に限らずかなり安定した言い方かとも思われる。しか

し，質問の形式からみても，純粋な方言の反映とい弓よ

り，標準語の問題を考えるさいの参考になる面が大きい

と思われる。

48．きれいに〈掃除する〉

　　〔形容動詞〕〈二語尾〉矢印（47図では長四角）

このほかの符号は47図と共通である。

　47図と比べると，同じ語幹でありながら品調の違う地

点，また品詞が同じであっても活用語尾が共通語の終止

形に対する連用形の関係と異なる地点，たとえば，連用形

であるのに終止形的な語尾が現われたりする地点などが

見出されて注目される。形容詞ウツクシ～類におけるウ

音便の分布は，国語調査委員会「口語法分布図．」27図（明

39年）に矛盾はしないが，この調査では，なにぶん該当す

る地点がまぼらである。ウツクシ～類の中には，終止形

に似たUCUKUSIとい弓形が多く分布している（この

弓ち，九州の10地点全部，近畿のうち数地点は長音の

〔utsuku∫il〕である）。これは語幹をそのまま副詞的に

使ったもの，または，形容詞の活用が退化して終止形

を連用修飾にも使ったもの，などとも考えることがで

きるが，ウ音便地帯のものは，UCUKUSYUUから

の音変化とも考えられよう。沖縄の語尾は，たとえば

CYURAKU，　KYORAKUのような形容詞連用形を

とるもののほか，KYORASANのように終止形と同

じ形の報告もかなりあったが，各地点の具体的な語形は

「日本言語地図資料」にゆずる。

　なお，この項目について，質問形式と資料の性格など

の点は47図と同じである。

　この地図では，部屋を掃除した感温の「きれいに」に限

定した。質問形式は47図の揚合と同じC式である。し

かし，連用形を求めたことに特色がある（ただし語幹部

分の分布は，ほぼ47図と一致した）。

　語類の違いは47図と同じ色により区別した。しかし，

両図をくわしく比較すると，やはり若干の差が見られ

る。すなわち，分布については，47図に比べてウツク

シ～類が東北では少なくなり，かわりにサッパリ～類

が岩手・宮城にある分布領域を示し，また，ウツクシ～類

（UCUKUSYUU）が美濃にまで進出している。東海地

方のケッコオ～類も地点が増加しており，リッパ～類，ミ

ゴト～類にも多少の差が見られる。このような差は，虹

の美しさと掃除をした揚合の清潔さとを言い分ける方言

の存在を示すことになる。

　品詞の別「と活用語尾を示す符号の形に関する規則をし

るす。

　　〔形容詞〕〈ク語尾〉馬てい形の下あき

　　　　　　　　〈ウ語尾〉馬てい形の上あき

49．いくつ（個数）

　個数をたずねる語について調査したものであるが，そ

の内容は，50図「いくら」（値段）と関係があり，地図

における符号も共通させてあるので，50図およびその

説明を参照されたい。なお，助詞・助動詞・動詞などの

ついている回答は，その部分を切り捨てて扱った。

　巨視的には，東北と西日本にナンボの類が分布し，関

東・中部・近畿の一部にかけての一帯と，九州・沖縄に

イクツの類が分布していると言える。詳しく言えば，西

日本にもかかわらず，高知にイクツの類が，また九州西

部と種子島にイクラの類が，九州南部にドシコの類が分

布する。なお，イクツ類はナンボ類の領域に，また，ナ

ンボの類はイクツ類の領域内にも点在する。

　ナンボ類の分布地域は50図の揚合にほぼ一致するが，

それよりやや領域がせまい。NAMBOOという変種の

分布は，50図と平行する。
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　イクツ類の分布は，50図におけるイクラ類の分布と

似ているう㍉九州西北部・近畿の東部南部では，やや優

勢と言えよら。IKUCUの中には，東北などに見られる

〔eku夏ts薗〕〔eg田dz面〕〔筆軸dzi〕などの音変種を含めた。

ただし，「ツ」にあたる音は，高知・大分・紀伊半島・山梨西

部などで〔tu〕，鹿児島で〔t〕〔？〕，沖縄で〔t∫i〕などであっ

て，これらの音変種を表わすため，それぞれ，IK：UTU，

IK：UT・1KUCIという見出しを立てた。　GYUUCI，

1｛YUUCU，　YUUCU，　UUCIなどは，イクツの変

種と考えられる。

　イクラ類は九州西北部に分布し，50図の場合と矛盾

がない。IDDAはイクラの変種と考えられろ。

　ドシコ類は50図の場合と比較すれば，分布領域は一

致するが，イクツ類などといりまじることが多く，専用

地帯が鹿児島西北部にしか見られない点で相違する。ド

シコ類はDOSIKO　のほか，　DORESIKO，　DOGA－

SIKOなどを含み，発想法から言って，他の地域に見

られるドレダケ。ドノクライ類と共通する。九州におけ

るドシコ類とドノクライ類の分布が連続していること

も，両者の関係を裏付けていると言えよう。

　ナンボ類とイクッ類などの勢力関係を地域別に考えて

みよう。紀伊半島では，分布のうえからも，また併用の

場合，ナンボ類が新しいとの注記があることからも，ナン

ボが，新しい勢力として侵入しているものと思われる。

ただし，大阪付近のイクツは，さらに新しい標準語の侵

入であろ5。

　中部地方の併用地点では，ナンボが新しいとの注記

と，イクツが新しいとの注記（地図ではナンボの窃用と

して扱った）とが同じくらいの量で見られる。すなわち，

この地域では，両論が同等の勢力を持っているらしい。

佐渡のNANCUは，　NANBOとIKUCUの混交
形かも知れない。秋田のNANBOCUも関連させて

考えるべき語形である。東北では，南からイクツ類が

北進しており，北海道では内陸部に新しい勢力として

のイクツ類が分布している様相を読みとることができ

る。

　九州東部のナンボ類とイクツ類では，併用の場合イク

ツ類が新しいとの注記が多く，ドシコ類と領域を重ねる

イクツ類（主としてIKUT）も，新しい侵入と思われ

る。結局，北海道。東北・近畿中心部・九州では新しい勢

力としてのイクツ類が分布するということになる。しか

し，大局的に見た同類間の関係の説明は保留したい。
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　なお，年齢をたずねる語（質問番号014）についての分

布地図は，ほぼこの図と同じ結果を示したので，より

基本的と思われる個数の図によって代表させ，年齢の方

は印刷を割愛した。ただ，年齢の輪舞，49図と比較し

て，九州のドシコ類および全国的に散在するドレダケ・

ドノクライ類の勢力が弱く，個数の揚合の三分の一程度

の地点にしか認められなかったことを付記しよう。これ

は，質問の際設定した場面による違いではないかと思わ

れる。

50．いくら（値段）

　値段をたずねる語について調査したものであるが，そ

の内容は，49図「いくつ」（個数）と関係があり，地図に

おける符号も共通させてあるので，49図およびその説

明を参照されたい。なお，助詞・助動詞。動詞などの付

いている回答は，その部分を切り捨てて扱った。

　巨視的には，東北と西日本にナンボの類が分布し，

関東・中部・近畿の一部・九州西部にイクラ類が分布す

ると言えようが，イクラ類はナンボ類の領域内に点在

し，一方ナンボ類もイクラ類の領域内に点在する。その

ほか，ごくわずかではあるが，全国にイクツ類が点在す

る。また，九州西南部にドシコ類が分布し，沖縄には畢生

の．語が分布・する。

　ナンボ類が，山梨を中心とした地方に孤立して分布す

ることが，49図と比較してまず目につく。また，西日

本のナンボ類は，49図と比較して，．東側では紀伊半島・

滋賀・北陸などにおいて張り出しており，西側でも，高

知と大分などでイクラ類を圧している。なお，NAN－

BOOが中国に分布する点は，49図と一致する。

　イクラの類は分布が非常に広く，49図で分布してい

た九州西北部のほか，イクツ類地帯のほとんど全部にお

よんでいる。IDDAは，イクラの変種と考えられる。

　ドシコの分布領域の範囲は，・49図と同じであるが，

他語形との併用が少なく，専用地域がかなり広い点で相

違する。

　沖縄では，49図のイクツに対して，それと区別のあ

るさまざまな語形が分布している。

　ナンボ類とイクラ類などの勢力関係を考えてみよ5。

紀伊半島では，49図の場合よりかなり多くの地点で，

併用の場合ナンボ類が新しい表現であるとの注記が見ら
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れ，また，北陸・滋賀・熊本を中心とした地方にも，併

用の場合やはりナンボ類の方が新しいとの注がある。分

布領域の広さからみても，とくに値段の揚合に，近畿地

方周辺部にナンボの勢力が伸展していることは，大阪を

中心とした商業圏の勢力と関係があろうか。東日本で

は，49図の場合と同様，併用の地点でナンボ類が古く

イクラ類が新しいとの注記が多く（イクラ類が新しい

という注記のある場合，原則にしたがって，そのイクラ

類は，地図に記載しなかった。詳細は「日本言語地図資

料」参照），関東から東北の太平洋側にはイクラの侵入の

姿を見ることができる。また，北海道の内陸部にも新し

いイクラが分布している。

　さて，最後に，49図（個数）と50図（値段）とについ

て，各地域で別語形を答えているか，同語形を答えてい

るか，すなわち，両図問の区別という観点から，その歴

史関係を考えてみよう。東北では区別をしない。関東・中

部から近畿の東部と南部では区別する。近畿中心部・中

国・四国・九州東部にかけて区別のないところが多い。

九州では西部は区別しないが，残りの地域は区別したり

しなかったり，さまざまである。沖縄はほとんどが区別

するが，しない地点も点在する。以上をまとめると，区

別のない地域が東西に分離しているのに対して，関東か

ら近畿東部南部にかけて，区別する地帯が連続している

ことになる。このことから，区別することは新しい現象

のように思われる。しかし，沖縄の固有語が区別を持っ

ているとなれば，それは九州の錯綜地帯に連続すること

となる。また，焦点を近畿地方にしぼってみると，周辺

部の区別のある地帯が，中心の区別のない地域を取り巻

いているように思えることから，区別する方が古いとも

言えそうである。

　この問題を真に解決するためには，ナンボ・イクラな

どの語形についての陳述副詞的諸用法，接頭辞的なイ

ク～。ナニ～などの諸用法の分布をも平行的な形で言語

地理学的に調査することが望ましい。個数と値段の区別

に関しては，さらに各地域における貨幣経済の歴史をも

参照しなければなるまい。また，各項目全部について言

えることであるが，文献国語史学との提携も必要とな

る。
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